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洪
武
三
十
五
年
の
燕
王
軍
渡
江
と
江
北
の
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々
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に
『
高
郵
衛
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簿
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え
る
事
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に
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洪
武
三
十
二
年
（
一
三
九
九
）
七
月
、
北
平
（
の
ち
の
北
京
）
に
お
い
て
、「
奉
天
靖
難
」
を
名
目
に
挙
兵
し
た
燕
王
は
、
お
よ
そ
三
年
を
か
け
て

南
進
し
、
同
三
十
五
年
（
一
四
〇
二
）
五
月
に
は
、
招
募
・
垜
充
・
志
願
・
帰
順
等
に
よ
っ
て
得
た
兵
力
を
自
軍
に
組
み
込
み
増
強
し
た
大
軍
を
率

い
て
、
長
江
北
岸
の
江
北
に
姿
を
現
し
た
。
目
前
に
望
む
長
江
の
渡
江
が
成
功
す
る
か
し
な
い
か
は
、
靖
難
の
役
の
勝
敗
を
占
う
重
大
な
試
金
石
で

も
あ
っ
た
。
就
中
、
進
軍
ル
ー
ト
の
多
く
を
陸
路
に
と
っ
て
南
下
し
て
き
た
燕
王
軍
は
、
河
口
で
は
そ
の
川
幅
が
四
〇
㎞
も
あ
る
と
い
う
長
江
（
揚

子
江
）
の
渡
江
を
可
能
に
す
る
軍
船
も
水
手
も
ほ
と
ん
ど
帯
同
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
海
防
体
制
の
一
翼
を
担
う
江
北
の
諸
衛
に
対
し
て
、

投
降
を
促
す
令
旨
（
命
令
）
を
発
し
た
結
果
、
沿
海
衛
所
で
あ
る
揚
州
衛
・
高
郵
衛
等
で
は
燕
王
へ
の
朝
見
、
投
降
・
帰
順
が
相
次
い
だ
。
彼
ら
は

燕
王
軍
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
多
く
は
燕
王
軍
の
将
兵
を
舶
載
し
た
軍
船
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
活
動
し
、
わ
ず
か
三
日
に
し
て
渡
江
を
完
遂
し
、

さ
ら
に
は
そ
の
ま
ま
従
軍
し
て
南
京
城
総
攻
撃
に
加
わ
り
、
永
楽
政
権
成
立
の
橋
架
と
な
る
多
大
な
軍
功
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

永
楽
政
権
成
立
後
に
制
定
さ
れ
た
「
武
職
新
旧
官
襲
替
法
」
に
お
い
て
、
衛
所
官
が
新
官
と
旧
官
と
に
大
別
さ
れ
た
と
き
、
彼
ら
は
建
文
帝
麾
下
の

軍
勢
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
旧
官
に
入
れ
ら
れ
、
世
襲
の
際
の
優
給
制
、
家
族
の
経
済
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
わ
る
優
養
制
に
お
い
て
は
、
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新
官
に
比
べ
て
大
き
な
差
異
を
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
扱
い
は
お
よ
そ
嘉
靖
年
間
ま
で
持
続
し
た
の
で
あ
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

割
地
講
和
、
大
営
朝
見
、
全
城
帰
順
、
駕
船
、
新
旧
官
制

は
じ
め
に

　

周
知
の
よ
う
に
、
洪
武
と
い
う
年
号
は
、
明
太
祖
の
崩
御
を
も
っ
て
三
十
一
年
で
終
わ
り
、
逾
年
改
元
に
よ
っ
て
翌
年
正
月
か
ら
建

文
と
い
う
年
号
に
替
わ
っ
た
。
柩
前
即
位
し
た
第
二
代
建
文
帝
に
よ
っ
て
建
元
さ
れ
た
建
文
は
四
年
の
間
使
用
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、

北
平
（
の
ち
の
北
京
）
に
就
藩
し
て
い
た
燕
王
棣
（
太
祖
の
第
四
子
）
が
建
文
元
年
（
一
三
九
九
）
七
月
に
「
奉
天
靖
難
」
を
大
義
名
分
に

挙
兵
し
、
そ
の
三
年
後
建
文
政
権
を
瓦
解
せ
し
め
て
即
位
す
る
と
、
建
文
帝
の
年
号
を
革
除
し
、
従
前
の
洪
武
を
年
号
と
し
て
使
用
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
洪
武
三
十
五
年
は
建
文
四
年
、
西
暦
一
四
〇
二
年
の
こ
と
に
な
る
。

　

建
文
元
年
、
す
な
わ
ち
洪
武
三
十
二
年
七
月
の
燕
王
挙
兵
に
端
を
発
し
た
、
こ
の
靖
難
の
役
に
お
い
て
、
燕
王
は
お
し
な
べ
て
優
勢

に
戦
局
を
展
開
し
て
い
き
、
ま
る
三
年
近
い
年
月
を
閲
し
た
洪
武
三
十
五
年
（
一
四
〇
二
）
五
月
に
は
江
北
の
揚
州
ま
で
軍
を
進
め
る
に

至
っ
た
。
当
時
、
建
文
政
権
に
お
い
て
実
権
を
握
り
、
戦
争
指
導
の
中
核
的
存
在
で
あ
っ
た
方
孝
孺
は
、
燕
王
軍
の
進
軍
を
く
い
止
め

る
た
め
に
、「
割
地
講
和
」
を
提
案
す
べ
く
燕
王
軍
の
陣
営
に
、
燕
王
の
従
姉
に
あ
た
る
と
い
わ
れ
る
慶
成
郡
主
（
蒙
城
王
の
女
）
を
遣

わ
す
が
、
今
や
京
師
南
京
も
指
呼
の
間
と
な
っ
た
長
江
（
揚
子
江
）
北
岸
に
ま
で
行
軍
・
駐
屯
し
て
い
る
燕
王
が
簡
単
に
和
議
に
応
ず
る
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は
ず
も
な
か
っ
た
。
燕
王
は
建
文
政
権
が
強
行
し
た
削
藩
政
策
の
犠
牲
と
な
っ
た
周
王
・
斉
王
等
の
安
否
を
尋
ね
て
建
文
政
権
を
非
難

し
、「
割
地
講
和
」
に
関
し
て
も
、
軍
事
的
行
動
の
目
的
は
、「
姦
悪
を
誅
し
、
以
て
朝
廷
を
清
め
、
社
稷
を
奠
安
し
、
骨
肉
を
保
全
す

る
こ
と
」
で
あ
る
と
、
従
来
か
ら
の
名
分
的
主
張
を
繰
り
返
し
て
、
和
平
の
交
渉
・
成
立
を
拒
否
し
た
。
燕
王
軍
の
渡
江
・
南
京
城
総

攻
撃
は
、
も
は
や
秒
読
み
の
段
階
で
あ
り
、
方
孝
孺
の
提
案
は
一
顧
だ
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

方
孝
孺
が
「
割
地
講
和
」
を
燕
王
に
提
案
し
た
の
は
五
月
二
十
日
、
そ
れ
か
ら
十
日
後
の
六
月
一
日
に
は
、
都
指
揮
呉
庸
等
が
高
郵
・

通
州
・
泰
州
等
の
諸
郡
県
の
船
舶
を
瓜
州
に
集
結
さ
せ
て
、
渡
江
の
準
備
を
整
え
た
。
南
京
城
が
陥
落
し
、
建
文
帝
は
運
命
を
城
と
と

も
に
し
、
燕
王
が
新
た
な
皇
帝
と
し
て
即
位
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
二
旬
に
も
満
た
な
い
六
月
十
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て

永
楽
政
権
は
誕
生
し
た）

1
（

。

　

世
の
中
が
大
き
く
移
り
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
姿
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
陵
谷
遷
貿
と
い
う
が
、
洪
武
三
十
五
年
六
月
の

前
後
は
、
ま
さ
に
そ
の
言
葉
通
り
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
燕
王
軍
が
江
北
に
進
出
し
た
時
点
で
、
靖
難
の
役
の
行
方
が
ほ
ぼ
態
勢
を

決
し
て
い
た
こ
と
は
、『
太
宗
実
録
』
建
文
四
年
五
月
壬
寅
（
二
十
日
）
の
条
に
、

上
、
師
を
江
北
に
駐
む
。
是
に
お
い
て
朝
の
六
部
大
臣
皆
な
自
全
の
計
を
図
り
、
出
で
て
城
を
守
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
都
城
空
虚

た
り
。
上
下
震
悚
す
。
建
文
君
、
乃
ち
己
を
罪
す
る
の
詔
を
下
し
、
人
を
遣
わ
し
て
出
で
て
兵
を
徵
せ
し
む
。
蘇
州
知
府
姚
善
、

朝
に
言
い
て
云
う
、
文
武
の
才
畧
有
り
、
以
て
顛
れ
る
を
扶
け
傾
む
を
済
う
べ
き
者
、
反
っ
て
之
を
散
地
に
置
き
て
用
い
ず
。
今

事
勢
狼
狽
に
し
て
須
ら
く
速
や
か
に
之
を
召
す
べ
し
、
と
。
其
の
姓
名
を
詢
う
も
対
え
ず
、
再
三
之
を
詢
う
や
、
対
え
て
曰
く
、

今
人
に
お
い
て
才
豈
に
黃
太
卿
よ
り
過
ぐ
る
も
の
有
ら
ん
や
、
と
。
将
に
召
し
て
之
を
用
い
ん
と
す
る
も
、
方
孝
孺
の
為
に
沮
ま
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る
。
既
に
し
て
復
び
召
す
も
、
久
し
く
至
ら
ず
。
孝
孺
曰
く
、
宋
斉
丘
、
竟
に
来
ら
ざ
ん
や
、
と
。
孝
孺
言
う
、
乃
ち
事
急
な
り
。

宜
し
く
計
を
以
て
稍
々
之
を
緩
む
る
べ
し
、
と
。
建
文
君
曰
く
、
何
の
計
ぞ
、
と
、
曰
く
、
曷
に
ぞ
人
を
遣
わ
し
許
す
に
地
を
以

て
し
、
数
日
を
稽
延
し
、
東
南
に
て
壮
丁
を
召
募
し
、
当
に
畢
く
集
え
ば
、
天
塹
の
険
、
北
軍
は
舟
楫
に
長
せ
ず
、
相
と
も
に
江

上
に
決
戦
せ
ば
、
勝
敗
未
だ
知
ら
ず
、
と
。
建
文
君
、
其
の
言
を
善
と
し
、
乃
ち
慶
城
郡
主
を
遣
わ
し
、
江
を
度
り
軍
門
に
至
り
、

其
の
事
を
白
さ
し
む
。
郡
主
は
上
の
従
姉
な
り）

2
（

。

と
み
え
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
戦
局
の
不
利
に
と
も
な
う
時
局
激
変
の
可
能
性
を
感
じ
取
っ
た
六
部
の
尚
書
た
ち
は
逃
げ
腰
に

な
り
、
建
文
帝
は
か
か
る
事
態
に
陥
っ
た
責
任
を
詫
び
る
た
め
に
、「
罪
己
之
詔
」
を
発
す
る
な
ど
、
朝
廷
は
右
往
左
往
の
パ
ニ
ッ
ク
状

態
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
蘇
州
知
府
の
姚
善）

3
（

は
こ
の
難
局
を
切
り
抜
け
る
切
り
札
と
し
て
黄
子
澄
を
起
用
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

黄
子
澄
は
江
西
袁
州
府
分
宜
県
の
人
で
、
洪
武
十
八
年
（
一
三
八
五
）
会
試
の
会
元
、
廷
試
の
探
花
の
成
績
で
進
士
に
及
第
し
た
秀
才
で

あ
っ
た
。
靖
難
の
役
当
初
は
こ
の
黄
子
澄
と
斉
泰
が
戦
争
を
指
導
し
て
い
た
が
、
彼
我
の
兵
力
を
比
較
し
て
圧
倒
的
な
軍
勢
を
有
す
る

建
文
政
権
軍
が
燕
王
軍
に
敗
北
す
る
と
は
露
ほ
ど
も
思
っ
て
い
な
い
建
文
帝
は
、
戦
局
が
芳
し
く
な
い
の
に
業
を
煮
や
し
て
、
ほ
ど
な

く
黄
子
澄
と
斉
泰
を
解
任
し
た
。

　

そ
の
あ
と
を
襲
っ
て
政
権
の
実
権
を
握
っ
た
の
が
方
孝
孺
で
あ
る）

4
（

。
方
孝
孺
は
自
分
の
立
場
を
危
う
く
す
る
黄
子
澄
の
返
り
咲
き
に

反
対
し
、
そ
の
再
起
用
を
阻
止
し
た
の
で
あ
る）

5
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
方
孝
孺
に
と
っ
て
も
、
こ
の
難
局
を
打
開
す
る
の
に
有
効

な
策
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
打
つ
手
は
限
ら
れ
て
い
た
。
燕
王
に
見
切
ら
れ
て
全
く
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
不
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首
尾
に
終
わ
っ
た
建
文
帝
の
裁
可
を
え
て
実
行
さ
れ
た
「
割
地
講
和
」
案
に
隠
さ
れ
た
意
図
は
、
交
渉
の
間
に
日
子
を
稼
ぎ
東
南
に
お

い
て
勤
王
兵
を
召
募
し
て
、
渡
江
し
て
南
京
城
に
攻
め
入
ろ
う
と
す
る
燕
王
軍
を
江
上
で
待
ち
か
ま
え
て
最
終
決
戦
に
持
ち
込
み
雌
雄

を
決
し
よ
う
と
い
う
作
戦
を
行
う
上
で
の
ピ
ー
ス
の
一
つ
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
三
国
時
代
に
孫
権
・
劉
備
の
連

合
軍
が
華
北
か
ら
南
下
し
て
き
た
曹
操
の
水
軍
を
長
江
の
赤
壁
で
破
っ
た
戦
い
の
再
現
を
期
待
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

慶
成
郡
主
が
何
の
成
果
も
な
く
、
む
な
し
く
建
文
帝
の
そ
ば
に
戻
っ
て
き
た
と
き
、
帝
も
方
孝
孺
も
大
変
失
望
し
た
が
、
つ
ぎ
に
打

つ
べ
き
策
を
問
わ
れ
て
、
方
孝
孺
は
、

建
文
君
復
た
問
う
、
今
奈
何
せ
ん
ぞ
、
と
。
孝
孺
徐
ろ
に
曰
く
、
長
江
は
十
万
の
兵
に
当
た
る
べ
し
。
江
北
の
船
は
已
に
人
を
遣

わ
し
て
尽
く
之
を
焼
け
り
。
北
兵
豈
に
能
く
飛
度
せ
ん
や
、
况
ん
や
天
気
蒸
し
て
、
以
て
疾
に
染
ま
り
易
き
に
お
い
て
を
や
、
十

日
な
ら
ず
し
て
、
彼
自
ら
退
か
ん
、
若
し
遽
か
に
江
を
度
ら
ん
と
せ
ば
祇
だ
死
に
送
る
の
み
、
と
。

と
言
っ
た）

6
（

。
長
江
は
十
万
の
兵
に
相
当
し
、
す
で
に
人
を
遣
わ
し
て
江
北
の
船
舶
は
焼
失
せ
し
め
た
し
、
天
気
も
蒸
し
て
病
に
罹
患
し

や
す
く
、
十
日
も
し
な
い
う
ち
に
燕
王
軍
は
退
却
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
渡
江
を
強
行
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
た
だ
死
に
至
る
の
み

だ
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
方
孝
孺
の
楽
観
的
な
戦
局
観
は
、
間
も
な
く
泡
の
よ
う
に
消
え
る
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

六
月
一
日
に
船
舶
を
瓜
州
に
集
結
さ
せ
た
燕
王
は
、
大
江
の
神
を
祭
る
な
ど
の
儀
式
を
し
た
あ
と
の
同
月
三
日
に
渡
江
を
決
行
し
た）

7
（

。

そ
し
て
、
六
月
六
日
長
江
南
岸
の
鎮
江
に
上
陸
し）

8
（

、
八
日
に
は
南
京
の
東
部
に
位
置
し
鍾
山
が
望
見
で
き
る
龍
潭
に
軍
を
駐
屯
さ
せ
た

の
で
あ
る）

9
（

。
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方
孝
孺
は
、
十
日
も
し
な
い
う
ち
に
燕
王
軍
は
退
却
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
披
瀝
し
た
が
、
現
実
に
は
全
く
逆
で
わ
ず
か

三
日
に
し
て
燕
王
軍
は
南
京
城
周
辺
に
姿
を
現
し
た
の
で
あ
る
。
北
平
で
の
挙
兵
の
あ
と
、
招
募
・
垜
充
・
志
願
・
投
降
帰
順
等
に
よ

っ
て
兵
力
を
増
強
し
つ
つ
、
戦
線
を
拡
大
し
て
南
下
し
て
き
た
燕
王
軍
は
、
主
に
騎
兵
と
歩
兵
と
輜
重
兵
等
に
よ
っ
て
編
制
さ
れ
て
い

て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
船
舶
も
水
手
も
帯
同
し
て
い
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
江
の
波
頭
を
越
え
て
そ
の
南
岸
に
着
岸
・

上
陸
し
た
。
渡
江
で
躓
く
こ
と
も
、
詰
め
を
謬
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
は
、
何
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
、『
太
宗
実

録
』
洪
武
三
十
五
年
六
月
辛
未
の
条
、
す
な
わ
ち
燕
王
が
即
位
し
た
二
日
後
の
六
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
、

舟
を
具
し
て
師
を
済
す
功
を
論
じ
て
、
高
郵
衛
千
戶
胡
深
等
二
百
四
十
二
人
、
揚
州
衛
指
揮
同
知
陳
昭
等
一
百
二
十
五
人
を
陞
す

る
こ
と
各
々
一
級
と
し
、
鈔
を
賜
う
こ
と
差
有
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
高
郵
衛
や
揚
州
衛
等
の
江
北
の
諸
衛
と
そ
の
将
兵
（
衛
所
官
軍
）
が
渡
江
に
尽
力
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
筆
者
が
新
出
史
料
を
手
が
か
り
に
こ
れ
ま
で
に
検
討
を
進
め
て
き
た
招
募
・
垜
充
・
志
願
兵）
10
（

等
の
燕
王
軍
研
究
に
累
加
す

べ
き
一
篇
と
し
て
組
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
靖
難
の
役
の
勝
敗
の
行
方
を
左
右
す
る
重
大
局
面
の
渡
江
期
に
お
け
る
江
北
の
人
々
、
就
中
、

『
高
郵
衛
選
簿
』
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
揚
州
衛
・
高
郵
衛
の
人
々
の
動
向
を
中
心
に
考
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
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一　

燕
王
軍
の
渡
江
前
夜
と
江
北
の
諸
衛

　

慶
成
郡
主
か
ら
「
割
地
講
和
」
の
提
案
は
燕
王
に
一
蹴
さ
れ
た
と
い
う
報
告
を
受
け
、
建
文
帝
は
方
孝
孺
に
つ
ぎ
の
方
策
を
諮
問
す

る
が
、
さ
き
に
『
太
宗
実
録
』
建
文
四
年
五
月
壬
寅
（
二
十
日
）
の
条
を
掲
出
し
て
ふ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
と
き
方
孝
孺
は
江
上
決
戦
に

持
ち
込
め
ば
、
十
日
も
し
な
い
う
ち
に
燕
王
軍
は
自
ら
撤
退
す
る
と
豪
語
し
た
。
こ
の
大
言
壮
語
に
対
す
る
反
応
に
つ
い
て
、『
太
宗
実

録
』
の
当
該
箇
所
に
は
何
の
言
及
も
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
種
の
記
述
の
あ
る
『
奉
天
靖
難
記
』
の
当
該
箇
所
に
は
、「
其
の
言
謬
妄
、
識
者

之
を
笑
う
」
と
あ
る
。
方
孝
孺
の
説
く
、
江
上
決
戦
に
よ
る
燕
王
軍
撃
滅
作
戦
を
聞
い
た
人
々
は
、
そ
れ
を
虚
妄
と
決
め
つ
け
、
失
笑

し
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
笑
い
は
冷
笑
よ
り
も
嗤し

笑し
ょ
うに
近
い
類
の
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
方
孝
孺
が
、

一
縷
に
せ
よ
か
か
る
自
信
を
抱
い
て
い
た
の
は
、『
太
宗
実
録
』
建
文
四
年
六
月
乙
卯
（
三
日
）
の
条
に
、

是
よ
り
先
、
敵
将
盛
庸
、
軍
を
高
資
港
に
駐
め
、
江
の
上
下
二
百
余
里
に
縁
っ
て
尽
く
海
艘
を
列
ね
、
備
え
を
厳
し
く
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
盛
庸
の
率
い
る
大
規
模
な
水
軍
を
擁
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
数
字
の
妥
当
性
は
検
証
す
る
手
だ
て

が
な
い
が
、
こ
こ
で
の
表
現
に
し
た
が
え
ば
、
長
江
南
岸
の
上
下
に
お
よ
そ
一
〇
〇
㎞
に
亘
っ
て
船
舶
を
連
ね
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

盛
庸
が
軍
を
駐
屯
さ
せ
た
高
資
港
と
は
、
至
順
『
鎮
江
志
』
巻
七
、
山
水
、
港
、
丹
徒
県
に
、
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三
里
港
・
七
里
港
・
下
鼻
港
・
断
妖
港
・
洪
信
港
・
高
資
港
、
並
な
丹
徒
県
の
西
郷
に
在
り
。

と
あ
り
、
長
江
南
岸
の
鎮
江
府
丹
徒
県
の
西
郷
に
位
置
す
る
港
で
あ
っ
た
。
清
代
に
は
高
資
港
に
鎮
江
の
水
兵
が
駐
留
し
て
い
た）
11
（

。
さ

ら
に
、『
読
史
方
輿
紀
要
』
巻
二
三
、
江
南
五
、
揚
州
府
、
儀
真
県
、
揚
子
江
の
条
に
は
、

（
儀
真
）
県
の
東
南
四
十
里
は
高
資
港
と
曰
う
。
亦
た
江
の
南
岸
に
近
し
。
巡
検
司
有
り
。
西
は
天
寧
洲
に
至
る
こ
と
三
十
里
、
東

は
丹
徒
巡
司
に
至
る
こ
と
七
十
里
。
明
の
建
文
四
年
、
靖
難
の
兵
儀
真
に
克
つ
や
、
営
を
高
資
港
に
立
つ
。
是
な
り
。

と
あ
る
。
高
資
港
の
立
地
は
儀
真
県
の
東
南
四
十
里
（
お
よ
そ
二
二
㎞
）
で
、
長
江
の
南
岸
に
近
い
と
し
て
い
る
。
長
江
北
岸
に
位
置
す

る
儀
真
県
は
、
清
代
雍
正
帝
の
時
代
に
な
っ
て
県
名
が
儀
徴
に
改
称
さ
れ
る
が
、
明
清
時
代
に
は
行
政
区
画
と
し
て
は
揚
州
府
に
所
属

し
て
い
た
。『
読
史
方
輿
紀
要
』
揚
州
府
、
儀
真
県
、
揚
子
江
の
条
に
お
い
て
、
高
資
港
の
名
が
み
え
る
の
は
、
儀
真
県
付
近
の
長
江
流

域
に
位
置
す
る
港
湾
の
一
つ
と
し
て
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
行
政
区
画
に
関
し
て
そ
の
所
属
を
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

と
す
る
と
、
燕
王
が
営
（
大
営
）
を
高
資
港
に
立
て
た
と
い
う
こ
と
と
儀
真
に
克
っ
た
こ
と
と
は
時
間
的
に
は
直
接
連
続
す
る
も
の
で

な
い
。

　

そ
れ
は
、
長
江
の
北
岸
に
儀
真
が
あ
り
、
そ
の
南
岸
に
高
資
港
が
あ
る
の
で
、
そ
の
間
に
横
た
わ
る
長
江
の
波
頭
を
越
え
る
必
要
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
燕
王
軍
が
長
江
の
渡
江
を
決
行
し
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
六
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
長
江
北
岸
に
位
置

す
る
儀
真
陥
落
の
日
時
は
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
と
な
る
。『
太
宗
実
録
』、『
奉
天
靖
難
記
』
は
儀
真
陥
落
の
日
時
に
つ
い
て
双
方
と
も
記
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述
を
欠
く
が
、『
国
朝
典
彙
』
朝
端
大
政
、
巻
二
、
建
文
四
年
五
月
壬
寅
（
二
十
日
）
の
条
に
よ
る
と
、「
靖
難
の
兵
、
高
郵
に
至
る
や
指

揮
王
傑
降
る
。
遂
に
儀
真
に
至
る
」
と
あ
り
、
同
条
に
は
ま
た
「
燕
王
、
已
に
儀
真
に
入
れ
り
」
と
あ
る
の
で
、
建
文
四
年
（
一
四
〇

二
）
五
月
二
十
日
に
は
燕
王
軍
が
儀
真
に
着
到
し
て
い
た
と
み
な
し
て
も
謬
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
国
榷
』
巻
一
二
、
恵
宗

建
文
四
年
五
月
壬
寅
（
二
十
日
）
の
条
に
も
、

燕
兵
、
儀
真
に
克
つ
。
儀
真
の
屯
兵
は
十
余
万
、
舳
艫
、
江
を
蔽
う
。
燕
、
火
を
縦
ち
之
を
焼
く
。

と
あ
り
、『
国
朝
典
彙
』
に
同
じ
く
五
月
二
十
日
の
条
に
掲
出
し
て
い
る
。
儀
真
に
軍
を
進
め
て
そ
こ
を
撃
破
し
た
燕
王
は
、
長
江
に
展

開
す
る
建
文
政
権
軍
の
船
舶
に
火
を
は
な
ち
そ
れ
ら
を
焼
失
さ
せ
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
小
舟
に
乗
せ
た
決
死
隊
を
密
か
に
遣
わ
し
、

長
江
に
密
集
し
て
い
る
船
舶
に
近
づ
か
せ
て
火
を
放
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
太
祖
が
江
西
北
部
に
あ
る
鄱は

陽よ
う

湖こ

に
お
い
て
、
大
漢

国
の
陳
友
諒
と
天
下
分
け
目
の
戦
い
を
し
た
至
正
二
十
三
年
（
一
三
六
三
）
に
、
劣
勢
を
挽
回
す
る
た
め
に
の
る
か
そ
る
か
決
行
し
、
陳

友
諒
軍
を
撃
破
し
殲
滅
さ
せ
た
の
と
同
じ
手
法
の
作
戦
で
あ
っ
た）
12
（

。

　

燕
王
が
渡
江
す
る
以
前
か
ら
、
長
江
に
展
開
す
る
建
文
政
権
軍
の
船
舶
を
掃
討
し
て
、
一
定
程
度
の
打
撃
を
与
え
た
こ
と
は
事
実
で

あ
ろ
う
。
燕
王
軍
の
渡
江
は
六
月
三
日
に
開
始
さ
れ
、
三
日
後
の
六
日
に
は
長
江
南
岸
の
鎮
江
に
上
陸
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
こ

の
よ
う
に
短
い
日
子
で
、
長
江
の
波
頭
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
建
文
政
権
軍
船
舶
掃
討
の
奏
功
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
南
下

の
過
程
で
兵
力
を
増
強
し
て
大
軍
化
し
た
燕
王
軍
の
渡
江
が
可
能
な
船
舶
と
水
手
を
大
量
に
確
保
で
き
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

燕
王
が
具
体
的
に
渡
江
を
視
野
に
入
れ
始
め
た
の
は
、
淮
河
の
渡
河
に
成
功
し
た
と
き
か
ら
で
あ
る
。
洪
武
三
十
五
年
（
一
四
〇
二
）
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五
月
七
日
、
燕
王
軍
は
泗
州
に
着
到
し
た
。
す
る
と
、
泗
州
の
守
将
周
景
初
等
は
城
を
挙
げ
て
投
降
し
た
。
燕
王
が
周
景
初
に
、「
未
だ

城
を
攻
め
な
い
内
に
、
ど
う
し
て
投
降
し
た
の
か
」
と
尋
ね
る
と
、
景
初
は
「
こ
こ
に
伽
神
な
る
僧
が
居
て
、
水
旱
疾
疫
あ
れ
ば
必
ず

祷
り
、
疑
が
あ
れ
ば
い
つ
も
吉
凶
を
卜
問
し
て
も
ら
う
の
で
、
殿
下
の
兵
が
未
到
の
段
階
で
臣
等
は
斎
潔
し
て
神
に
、
降
る
の
と
城
を

守
る
と
の
い
ず
れ
が
よ
い
か
、
お
伺
い
を
立
て
て
も
ら
う
と
、
降
る
を
以
て
是
と
す
る
」
と
の
お
告
げ
が
あ
っ
た
と
答
え
た
と
い
う）
13
（

。

同
日
、
燕
王
は
祖
陵
に
参
詣
し
た）
14
（

。
九
日
、
燕
王
軍
は
淮
河
北
岸
に
進
軍
し
、
建
文
政
権
軍
の
盛
庸
が
率
い
る
馬
步
兵
数
万
と
戰
艦
数

千
艘
が
編
列
し
て
い
る
淮
河
南
岸
に
相
対
峙
し
た
。
淮
水
の
別
称
を
も
つ
淮
河
は
、
も
と
も
と
華
北
と
華
南
の
境
界
線
で
あ
っ
た
が
、

金
と
南
宋
の
対
立
時
代
の
紹
興
十
二
年
（
一
一
四
二
）
に
締
結
さ
れ
た
和
約
（
紹
興
の
和
約
と
い
う
）
で
国
境
線
と
さ
れ
た
河
川
で
、
こ
こ

を
越
え
れ
ば
長
江
流
域
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
淮
河
渡
河
は
、
燕
王
軍
が
長
江
流
域
に
軍
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
そ
の
成
否

が
懸
か
っ
て
い
た
。
燕
王
、
な
ら
び
に
燕
王
軍
が
い
か
に
し
て
渡
河
作
戦
を
成
功
に
導
い
た
か
、『
太
宗
実
録
』
建
文
四
年
五
月
辛
卯

（
九
日
）
の
条
に
は
、

上
、
将
士
に
命
じ
て
舟
を
艤
し
栰い
か
だを
編
み
、
旗
を
揚
げ
て
鼓
譟
し
、
指
麾
し
て
将
に
河
を
度
ら
ん
と
す
る
者
の
若
く
す
。
敵
、
之

を
望
み
て
慎
色
あ
り
。
上
、
別
に
丘
福
・
朱
能
等
を
遣
わ
し
、
驍
勇
数
百
人
を
将
い
て
西
行
二
十
里
し
、
小
舟
を
以
て
潜
か
に
済

ら
し
む
。
漸
や
く
敵
営
に
近
づ
く
や
炮
を
挙
ぐ
。
敵
、
驚
愕
す
。
福
等
、
敵
陣
に
突
衝
す
。
敵
衆
、
戈
甲
を
棄
て
て
走
ぐ
。
盛
庸
、

股
戦
し
て
上
馬
す
る
能
わ
ず
、
其
の
下
、
之
を
掖
け
て
舟
に
登
せ
、
遂
に
単
舸
に
て
脱
走
す
。
我
師
尽
く
其
の
戦
艦
を
獲
、
遂
に

淮
を
済
り
南
岸
に
駐
ま
る
。
是
日
、
盱
眙
に
克
つ
。
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と
あ
っ
て
、
燕
王
指
揮
の
も
と
、
燕
王
軍
の
淮
河
渡
河
成
功
の
様
子
が
臨
場
感
を
と
も
な
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
で
は
、

圧
倒
的
多
数
の
戦
艦
を
率
い
る
建
文
政
権
軍
を
燕
王
軍
が
神
機
妙
算
な
作
戦
を
も
っ
て
殲
滅
し
た
と
す
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

記
述
は
勝
利
者
で
あ
る
燕
王
側
の
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
戦
い
に
お
い
て
は
、
燕
王
軍
が
一
方
的
に
建
文
政
権
軍
を
蹂
躙
し
、
渡
河
し

え
た
か
ど
う
か
は
多
少
割
り
引
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
股
戦
は
股
慄
と
同
じ
で
驚
懼
の
甚
だ
し
い
こ
と
を
形
容
し

た
用
語
で
あ
る
が
、「
盛
庸
、
股
戰
し
て
上
馬
す
る
能
わ
ず
、
其
の
下
、
之
を
掖
け
て
舟
に
登
せ
、
遂
に
単
舸
に
て
脱
走
す
」
と
い
う
記

述
を
み
る
と
、
燕
王
軍
を
幾
度
も
破
り
勇
将
と
し
て
名
を
馳
せ
た
盛
庸
と
は
別
人
の
ご
と
く
で
あ
り
、
こ
の
淮
河
渡
河
に
関
す
る
記
述

に
は
幾
分
修
辞
的
な
文
言
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
量
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

さ
て
、
淮
河
の
渡
河
を
な
し
終
え
て
そ
の
南
岸
に
着
到
し
た
燕
王
軍
の
陣
営
に
お
い
て
、
燕
王
は
こ
れ
か
ら
の
進
軍
路
を
決
定
す
る

た
め
に
諸
将
の
意
見
を
聞
い
た
。
そ
の
結
果
、
い
ろ
い
ろ
な
案
が
出
た
で
あ
ろ
う
が
、
最
終
的
に
は
二
通
り
の
案
に
収
斂
さ
れ
た
。
案

の
一
つ
は
、
先
ず
鳳
陽
を
取
っ
て
建
文
政
権
軍
の
援
兵
の
路
を
防
ぎ
、
燕
王
軍
は
た
だ
ち
に
滁
州
に
赴
い
て
和
州
を
取
っ
て
、
船
を
集

め
て
長
江
を
渡
り
、
別
に
一
軍
を
遣
わ
し
て
西
の
廬
州
を
擣
き
、
安
慶
に
出
れ
ば
、
長
江
険
を
我
が
有
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
も
う
一
つ
の
案
は
、
先
ず
淮
安
を
取
っ
て
根
本
と
な
し
、
つ
い
で
高
郵
・
通
州
・
泰
州
を
下
し
て
、
さ
ら
に
儀

真
・
揚
州
ま
で
進
軍
し
、
儀
真
・
揚
州
を
得
て
長
江
を
渡
江
す
れ
ば
、
後
顧
の
虞
が
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
意

見
に
対
し
て
、
燕
王
は
そ
れ
ら
の
提
案
中
に
含
ま
れ
て
い
る
州
や
県
の
名
を
挙
げ
て
、
そ
れ
ら
の
提
案
の
不
可
な
る
理
由
を
つ
ぎ
の
よ

う
に
言
っ
た
。

鳳
陽
の
楼
櫓
の
堅
き
こ
と
完
に
し
て
守
る
所
は
既
に
固
く
、
攻
め
る
に
非
ず
、
下
せ
ず
皇
陵
を
震
驚
せ
し
む
る
を
恐
る
。
淮
安
は
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高
城
深
池
に
し
て
積
栗マ
マ

既
に
富
み
、
人
馬
尚
多
し
。
若
し
之
を
攻
め
て
下
せ
ず
、
曠
日
持
久
す
る
も
力
屈
し
威
挫
し
、
援
兵
四
集

す
れ
ば
、
我
の
利
に
非
ず
。
今
勝
に
乗
じ
て
鼓
行
し
て
揚
州
に
趨
き
、
儀
真
を
指
さ
ん
。
両
城
の
軍
弱
に
し
て
招
き
て
下
す
可
し
。

既
に
し
て
真
揚
を
得
れ
ば
、
則
ち
淮
安
・
鳳
陽
の
人
心
自
ら
懈ゆ
る

ま
ん
。
我
、
兵
を
江
上
に
耀
か
せ
、
舟
を
聚
め
て
渡
江
し
、
東
は

鎮
江
を
取
り
て
常
州
を
収
め
、
遂
に
蘇
松
を
挙
げ
て
、
以
て
江
浙
に
及
び
、
西
は
太
平
を
下
し
、
池
州
を
撫
し
、
以
て
安
慶
に
及

べ
は
、
則
ち
江
上
は
孤
城
に
し
て
豈
に
能
く
独
り
守
ら
ん
や
。
久
く
す
れ
ば
、
則
ち
必
ず
内
変
有
ら
ん
。
吾
、
此
の
時
に
奸
悪
を

索
取
し
、
事
窮
り
勢
迫
れ
ば
、
誰
ぞ
能
く
固
よ
り
之
を
匿
す
者
あ
ら
ん
や
。
必
ず
縛
し
て
軍
門
に
献
じ
る
者
有
ら
ん
。
吾
、
然
る

後
に
祗つ
つ
しみ
て
孝
陵
に
謁
し
、
天
子
に
朝
し
て
中
曲
を
敷
写
し
、
此
の
心
を
明
白
に
し
、
而
る
後
、
皇
考
の
旧
章
を
復
し
、
諸
王
を

困
苦
よ
り
抜
か
し
、
一
た
び
朝
廷
を
清
か
に
し
、
宗
社
を
載
安
せ
ば
、
而
し
て
卿
等
と
と
も
に
還
り
て
旧
藩
を
守
り
、
暮
景
に
優

游
せ
ん
、
と
。
諸
将
皆
な
頓
首
し
て
善
と
称
す）
15
（

。

　

燕
王
は
、
前
者
の
案
に
あ
る
鳳
陽
も
、
後
者
の
案
に
あ
る
淮
安
も
、
堅
固
で
あ
る
の
で
陥
落
さ
せ
る
こ
と
の
難
し
さ
が
あ
る
と
説
き
、

淮
河
渡
河
に
成
功
し
た
勢
い
の
ま
ま
、
進
軍
の
隘
路
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
鳳
陽
や
淮
安
を
通
る
ル
ー
ト
を
避
け
て
、
直
接
揚
州
や
儀

真
に
向
か
う
こ
と
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
奉
天
靖
難
の
名
分
通
り
、
事
が
な
れ
ば
王
府
の
あ
る
北
平
に
帰
還
す
る
と
述
べ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
単
に
本
音
を
隠
し
て
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
贅
語
の
要
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
淮
河
渡
江
後
、
燕
王
軍
が
い
か
な

る
進
軍
路
を
取
る
か
は
、
換
言
す
る
と
、
ど
こ
の
地
点
か
ら
長
江
渡
江
を
行
う
か
と
い
う
戦
略
に
帰
着
す
る
問
題
で
も
あ
る
。
諸
将
の

意
見
の
前
者
で
は
、
和
州
を
取
っ
て
そ
こ
で
船
舶
を
集
め
る
と
し
、
後
者
で
は
揚
州
・
儀
真
を
取
っ
て
そ
こ
か
ら
渡
江
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
燕
王
が
揚
州
・
儀
真
を
取
っ
て
と
い
う
と
こ
ろ
は
後
者
と
同
じ
で
あ
る
が
、
燕
王
の
作
戦
で
は
、
後
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者
の
よ
う
に
高
郵
・
通
州
・
泰
州
を
下
し
て
揚
州
・
儀
真
へ
向
か
う
と
い
う
や
や
迂
路
な
ル
ー
ト
を
辿
る
よ
り
も
、
直
接
揚
州
・
儀
真

に
軍
を
進
め
る
と
い
う
点
で
大
き
く
相
違
し
て
い
た
。
畢
竟
、
燕
王
の
示
し
た
案
は
背
逆
で
き
な
い
作
戦
命
令
そ
の
も
の
で
あ
り
、
早

速
実
行
に
移
さ
れ
た
。

　

作
戦
計
画
通
り
、
直
接
揚
州
へ
進
出
す
べ
く
、
十
七
日
に
は
都
指
揮
呉
玉
を
遣
わ
し
て
、
投
降
の
説
得
工
作
を
さ
せ
た
。
揚
州
城
で

は
、
帰
順
を
主
張
す
る
投
降
派
と
そ
の
反
対
派
と
の
内
訌
が
あ
っ
た
が
、
投
降
派
の
指
揮
王
礼
等
は
反
対
派
の
鎮
守
指
揮
崇
剛
・
監
察

御
史
王
彬
を
執
縛
し
て
、
開
門
投
降
し
た）
16
（

。
そ
の
翌
日
、
燕
王
軍
が
天
長
県
（
鳳
陽
府
泗
州
）
に
進
軍
し
て
く
る
と
、
王
礼
等
は
執
縛
し

た
崇
剛
・
王
彬
を
と
も
な
い
、
燕
王
の
大
営
に
行
き
朝
見
し
た
。
揚
州
に
着
到
し
た
燕
王
は
王
礼
等
を
都
指
揮
同
知
に
陞
進
さ
せ
、
ま

た
王
礼
・
都
指
揮
呉
庸
等
に
対
し
て
、
馬
歩
兵
数
百
人
を
率
い
て
行
き
、
高
郵
・
通
州
・
泰
州
の
諸
城
に
投
降
す
る
よ
う
説
諭
す
る
こ

と
を
命
じ
、
併
せ
て
船
舶
を
集
め
て
渡
江
の
準
備
を
さ
せ
た）
17
（

。
王
礼
・
呉
庸
等
の
説
諭
工
作
が
奏
功
し
て
、
高
郵
は
二
十
日
に
投
降
し

た
。
こ
の
日
、
高
郵
衛
指
揮
王
傑
等
は
衆
を
率
い
て
燕
王
軍
の
軍
門
に
至
っ
て
帰
順
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
燕
王
は
王
傑
等
を
都
指

揮
同
知
に
陞
進
さ
せ
た）
18
（

。

　

長
江
渡
江
前
夜
の
燕
王
軍
側
の
準
備
は
、
こ
の
よ
う
に
順
調
に
進
捗
し
て
い
っ
た
。
燕
王
軍
の
か
か
る
動
向
を
み
て
パ
ニ
ッ
ク
を
起

こ
し
た
の
は
南
京
の
朝
廷
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
建
文
帝
は
「
罪
己
之
詔
」
を
振
り
出
し
、
六
部
の
尚
書
た
ち
は
逃
げ
腰
に

な
り
、
方
孝
孺
は
「
割
地
講
和
」
を
提
案
し
て
、
慌
て
て
燕
王
の
も
と
に
慶
成
郡
主
を
遣
わ
す
と
い
う
名
状
し
が
た
い
狼
狽
ぶ
り
を
露

呈
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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二　

燕
王
軍
の
渡
江
と
揚
州
衛
・
高
郵
衛

　

か
く
し
て
、
六
月
三
日
、
や
が
て
南
京
の
建
文
政
権
の
死
命
を
制
す
る
こ
と
に
な
る
燕
王
軍
の
長
江
渡
江
が
決
行
さ
れ
る
。『
太
宗
実

録
』
建
文
四
年
六
月
乙
卯
（
三
日
）
の
条
に
は
、
燕
王
軍
の
渡
江
に
つ
い
て
、

是
に
至
り
て
、
上
、
師
を
帥
い
て
江
を
度
る
に
、
舳
艫
相
銜
み
、
旌
旗
空
を
蔽
い
、
戈
矛
日
に
耀
き
、
金
鼓
震
動
し
、
微
風
飄
揚

し
、
長
江
波
せ
ず
、
平
地
を
履
む
が
若
し
。
緣
江
の
備
禦
の
軍
士
遙
に
望
み
て
、
皆
驚
愕
し
敢
て
動
け
ず
、
既
に
漸
く
し
て
岸
に

近
く
や
、
盛
庸
、
陣
を
整
え
て
以
て
待
つ
。
上
、
麾
す
る
に
前
鋒
は
鼓
譟
し
て
先
に
登
り
、
継
い
で
精
騎
数
百
を
以
て
、
直
に
庸

軍
を
衝
か
し
む
。
敵
衆
、
震
慴
奔
潰
し
戈
甲
を
棄
て
て
走
ぐ
。
追
奔
す
る
こ
と
数
十
里
、
斬
首
す
る
こ
と
百
余
級
、
盛
庸
、
単
騎

に
て
遁
る
。
余
の
将
士
皆
甲
を
解
き
冑
を
釈
き
來
降
す
。

と
、
全
く
向
か
う
と
こ
ろ
敵
な
し
の
完
璧
な
勝
利
を
と
も
な
っ
て
渡
江
に
成
功
し
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

記
述
と
淮
河
渡
河
の
と
き
の
記
述
と
を
虚
心
に
読
み
比
べ
る
と
、
淮
河
渡
江
の
記
述
と
重
な
り
あ
う
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。
そ
れ
も
ま

た
こ
の
記
述
に
淮
河
渡
河
の
記
述
と
同
じ
く
修
辞
的
な
文
言
が
多
々
あ
る
こ
と
を
証
左
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
長
江
渡
江
に
お
い
て
は
、
燕
王
軍
の
江
北
進
出
に
際
し
て
投
降
帰
順
し
て
い
た
高
郵
衛
・
揚
州
衛
の
衛
所
官
軍
が
協
力
し
た
こ

と
は
、
先
に
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、『
太
宗
実
録
』
洪
武
三
十
五
年
六
月
辛
未
（
十
九
日
）
の
条
の
、「
舟
を
具
し
て
師
を
済
す
功
を



洪武三十五年の燕王軍渡江と江北の人々

― 97 ―

論
じ
て
、
高
郵
衛
千
戶
胡
深
等
二
百
四
十
二
人
、
揚
州
衛
指
揮
同
知
陳
昭
等
一
百
二
十
五
人
を
陞
す
る
こ
と
各
々
一
級
と
し
、
鈔
を
賜

う
こ
と
差
有
り
」
と
い
う
、
燕
王
の
即
位
二
日
後
の
陞
進
記
事
を
引
用
し
て
ふ
れ
た
通
り
で
、
か
か
る
陞
進
は
、
船
舶
を
提
供
し
、
燕

王
軍
の
渡
江
に
助
力
し
た
功
を
報
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
高
郵
衛
・
揚
州
衛
は
太
祖
洪
武
帝
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
海
防
体
制
の
一
翼

を
担
う
沿
海
衛
所
で
あ
っ
た）
19
（

。
沿
海
衛
所
の
活
動
は
巡
航
と
戦
守
と
に
あ
り
、
巡
航
活
動
は
二
時
期
に
大
別
さ
れ
、
二
・
三
・
四
・
五

月
を
大
汛
と
称
し
、
九
・
十
月
は
小
汛
と
称
さ
れ
、
か
か
る
一
定
の
時
期
を
も
っ
て
恒
常
的
出
動
し
、
海
上
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た

の
で
あ
る）
20
（

。
巡
航
と
戦
守
の
活
動
を
支
え
る
軍
船
は
、『
太
祖
実
録
』
洪
武
二
十
三
年
夏
四
月
閏
丁
酉
（
四
日
）
の
条
に
、

浜
海
衛
所
に
詔
し
て
百
戶
毎
に
置
船
二
艘
を
置
き
、
海
上
の
盗
賊
を
廵
邏
せ
し
む
。

と
あ
り
、
太
祖
は
海
防
体
制
を
整
備
す
る
に
当
た
り
、
衛
所
を
構
成
す
る
百
戸
所
に
は
軍
船
二
隻
を
定
額
と
し
て
義
務
づ
け
て
い
る
。

百
戸
所
ご
と
二
艘
と
い
う
こ
と
は
、
二
艘
×
一
〇
百
戸
所
×
五
千
戸
所
で
総
額
は
一
〇
〇
艘
に
な
る
。
こ
の
数
字
に
つ
い
て
は
、『
籌
海

図
編
』
巻
一
二
、
経
略
二
、
禦
海
洋
に
も
、

国
初
、
沿
海
に
は
衛
毎
に
各
々
大
青
及
び
風
尖
・
八
槳
等
の
船
一
百
余
隻
を
造
る
。

と
あ
り
、
一
衛
所
に
百
艘
と
い
う
数
字
に
は
信
憑
性
が
あ
る
。

　

一
艘
の
軍
船
に
舶
載
す
る
兵
員
数
に
つ
い
て
、
明
代
初
期
の
史
料
で
は
、『
太
宗
実
録
』
永
楽
六
年
十
二
月
庚
子
（
二
十
七
日
）
の
条
に
、
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都
指
揮
姜
清
・
張
真
に
命
じ
て
総
兵
官
に
充
て
、
指
揮
李
珪
・
楊
衍
は
副
総
兵
に
充
て
、
広
東
・
福
建
に
往
き
、
各
々
海
舟
五
十

艘
・
壮
士
五
千
人
を
統
べ
、
海
に
縁
り
て
倭
寇
に
堤
備
し
、
如
し
豊
城
侯
と
与
に
す
れ
ば
、
仍
り
て
豐
城
侯
の
調
遣
を
聴
か
し
む
。

広
東
都
指
揮
使
司
に
勅
し
て
縁
海
の
衛
所
を
し
て
兵
を
厳
し
て
隄
備
せ
し
む
。
仍
り
て
海
舟
五
十
艘
・
旗
軍
五
千
人
を
選
び
、
軍

器
火
器
を
備
え
、
能
戦
の
将
校
を
以
て
之
を
領
し
、
総
兵
官
姜
清
等
の
節
制
を
聴
か
し
め
、
海
に
在
り
て
は
䑸
を
成
し
往
来
廵
視

し
、
寇
に
遇
え
ば
則
ち
勦
捕
し
、
務
て
協
力
に
在
り
て
成
功
し
、
以
て
委
任
に
副
わ
し
む
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
『
宣
宗
実
録
』
宣
徳
七
年
二
月
庚
寅
朔
（
一
日
）
の
条
に
、

廵
按
広
東
監
察
御
史
陳
汭
奏
す
ら
く
、
広
東
の
海
洋
は
広
濶
に
し
て
、
海
寇
屡
々
出
で
て
患
を
為
す
。
往
者
、
官
軍
五
千
人
・
海

船
五
十
艘
を
調
遣
し
て
、
出
海
廵
捕
す
る
こ
と
二
十
余
年
。

と
あ
る
。
宣
徳
年
間
ま
で
続
い
て
い
た
と
い
う
沿
海
衛
所
の
海
防
の
要
を
な
す
巡
航
活
動
に
お
い
て
は
、
各
省
に
お
い
て
は
軍
船
五
〇

艘
、
官
軍
五
〇
〇
〇
人
と
い
う
規
模
で
巡
航
出
動
隊
を
組
織
し
た
。
各
省
と
も
一
艘
の
軍
船
に
は
、
一
〇
〇
人
の
衛
所
官
と
衛
所
軍
を

収
容
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
数
字
を
ベ
ー
ス
に
す
る
と
、
燕
王
軍
の
長
江
渡
江
の
折
り
の
高
郵
衛
・
揚
州
衛
の
関
わ
り
に
つ

い
て
み
た
場
合
、
両
衛
と
も
に
左
右
中
前
後
の
五
千
戸
所
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で）
21
（

、
両
衛
に
付
置
さ
れ
た
軍
船
は
総
計
二
〇
〇
艘

で
あ
る
。
と
す
る
と
一
艘
に
は
一
〇
〇
人
を
収
容
で
き
る
か
ら
、
燕
王
軍
の
将
校
と
軍
士
を
二
万
人
、
一
度
の
渡
江
で
南
岸
の
で
運
ぶ

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
無
論
、
こ
れ
は
計
算
上
の
こ
と
で
あ
る
が
、
高
郵
衛
・
揚
州
衛
が
投
降
帰
順
し
た
こ
と
は
、
燕
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王
軍
の
将
校
・
軍
士
の
渡
江
の
み
な
ら
ず
、
軍
馬
や
輜
重
等
の
渡
江
運
搬
も
速
や
か
に
可
能
に
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
燕
王
な
ら
び
に
燕

王
軍
に
対
す
る
高
郵
衛
・
揚
州
衛
衛
所
官
軍
の
貢
献
度
は
多
大
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
建
文
帝
が
信
頼
を
お
く
方
孝
孺
は
、
長
江
に
お
け
る
決
戦
で
、
建
文
政
権
軍
は
燕
王
軍
を
十
日
も
し
な
い
う
ち
に

撃
滅
で
き
る
と
壮
語
し
た
が
、
そ
れ
は
単
な
る
雲う
ん

霓げ
い

の
望
み
に
過
ぎ
ず
、
燕
王
軍
は
わ
ず
か
三
日
で
渡
江
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
素
早

い
渡
江
の
成
功
の
裏
に
は
、
高
郵
衛
・
揚
州
衛
の
み
な
ら
ず
、
燕
王
に
帰
順
し
た
江
北
の
諸
衛
の
資
助
協
力
の
存
在
を
想
定
し
な
け
れ

ば
絵
解
き
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、『
太
宗
実
録
』
に
は
、
こ
う
し
た
江
北
諸
衛
の
貢
献
を
記
し
た
記
述
は
き
わ
め
て
少
な

く
、
先
に
挙
げ
た
洪
武
三
十
五
年
六
月
十
九
日
の
事
例
は
そ
の
き
わ
め
て
レ
ア
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』）
22
（

第
六
一
冊
に
収
録
さ
れ
た
『
高
郵
衛
選
簿
』
に
は
高
郵
衛
・
揚

州
衛
と
燕
王
軍
の
長
江
渡
江
と
の
関
わ
り
を
直
截
に
記
し
た
記
述
が
四
例
み
え
る
。

【
事
例
₁
】　

三
六
七
頁
、
王
極
の
条

王
亜
全
、
鄞
県
の
人
。
伯
父
王
進
、
呉
元
年
、
従
軍
す
。
故し

す
。
父
王
子
昌
の
年
老
を
将
て
、
亜
全
を
将
て
代
役
せ
ら
る
。
洪
武

三
十
二
年
、
総
旗
に
陞
せ
ら
る
。
三
十
五
年
、
朝
見
し
百
戸
に
陞
せ
ら
る
。
六
月
、
水
手
に
選
充
し
て
副
千
戸
に
称
せ
ら
る
。
渡

江
し
て
高
郵
衛
後
所
正
千
戸
に
欽
陞
せ
ら
る
。

　

鄞
県
の
王
亜
全
は
建
文
時
代
に
総
旗
に
陞
進
し
て
い
た
が
、
洪
武
三
十
五
年
（
一
四
〇
二
）、
燕
王
軍
が
江
北
へ
着
到
し
た
と
き
に
燕

王
に
朝
見
し
た
こ
と
で
、
百
戸
の
職
を
与
え
ら
れ
、
衛
所
官
と
な
っ
た
。
そ
し
て
六
月
の
渡
江
決
行
の
際
に
は
水
手
と
し
て
燕
王
軍
の
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渡
江
に
尽
力
し
、
そ
の
功
で
高
郵
衛
の
正
千
戸
に
陞
進
し
た
。
二
輩
王
忠
の
項
に
は
、
父
王
亜
全
の
渡
江
に
関
し
て
、「
駕
船
渡
江
」
の

文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
燕
王
軍
が
乗
船
し
た
軍
船
に
は
運
航
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
乗
り
込
ん
だ
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
伯
父
に

あ
た
る
王
進
が
朱
元
璋
に
従
軍
し
た
の
は
、
明
朝
創
業
前
年
の
呉
元
年
（
一
三
六
七
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
八
月
、
朱
元
璋
軍
の
徐

達
は
江
蘇
の
平
江
（
蘇
州
）
の
張
士
誠
を
捕
ら
え
、
そ
の
張
呉
国
を
瓦
解
さ
せ
、
ま
た
九
月
に
は
朱
亮
祖
は
浙
江
台
州
の
方
国
珍
を
討

伐
し
て
い
る
。
王
進
の
本
貫
が
浙
江
寧
波
府
鄞
県
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
朱
亮
祖
の
方
国
珍
討
伐
後
に
朱
元
璋
軍
に
従
軍
し
た
可

能
性
な
し
と
し
な
い）
23
（

。

【
事
例
₂
】　

三
八
七
頁
、
王
世
冠
の
条

王
冬
郎
、
吉
水
県
の
人
。
伯
父
王
仲
一
有
り
、
癸
卯
年
、
帰
付
す
。
丙
午
年
、
病
故
す
。
洪
武
十
七
年
、
父
王
仲
を
勾
し
て
補
役

す
。
二
十
三
年
、
老
し
、
冬
郎
代
役
せ
ら
る
。
二
十
三
年
、
揚
州
衛
に
付
せ
ら
る
。
三
十
三
年
、
総
旗
に
陞
充
せ
ら
る
。
三
十
五

年
、
揚
州
に
て
帰
順
し
、
忠
字
号
の
勘
合
を
授
け
ら
れ
、
本
所
百
戸
に
陞
せ
ら
る
。
六
月
、
水
手
に
選
充
せ
ら
れ
、
忠
字
号
の
勘

合
を
授
け
ら
れ
、
副
千
戸
に
陞
せ
ら
る
。
初
三
日
、
渡
江
し
て
京
に
到
る
。
二
十
四
日
、
欽
依
も
て
黄
船
を
駕
す
る
官
軍
は
都
て

壱
級
を
陞
せ
ら
る
。
七
月
、
高
郵
衛
中
所
正
千
戸
に
欽
陞
せ
ら
れ
る
。

　

揚
州
衛
百
戸
の
王
冬
郎
は
燕
王
軍
渡
江
時
に
水
手
に
充
て
ら
れ
、
軍
船
の
駕
御
に
当
た
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
建
文
政
権
時
代
に

は
総
旗
に
止
ま
っ
て
い
た
の
が
、
帰
順
で
百
戸
に
、
水
手
に
選
充
さ
れ
た
こ
と
で
副
千
戸
に
、
そ
し
て
燕
王
軍
の
渡
江
に
尽
く
し
た
こ

と
で
、
靖
難
の
役
終
息
後
に
は
正
千
戸
に
陞
進
し
て
い
る
。
靖
難
の
役
終
息
後
の
六
月
二
十
四
日
に
は
燕
王
軍
渡
江
時
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
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等
軍
船
の
要
員
と
し
て
そ
の
運
行
に
関
わ
っ
た
衛
所
官
軍
は
、
即
位
し
た
燕
王
（
永
楽
帝
）
の
欽
依
（
聖
旨
）
に
よ
っ
て
、
全
て
一
級
陞

進
し
た
と
い
う
。
王
冬
郎
も
ま
た
そ
の
一
人
と
し
て
恩
恵
に
浴
し
、
副
千
戸
か
ら
正
千
戸
へ
陞
進
し
た
の
で
あ
る
。
王
冬
郎
は
吉
水
県

（
江
西
吉
安
府
）
の
出
身
で
、
王
家
が
軍
籍
に
就
い
た
の
は
、
洪
武
帝
が
ま
だ
群
雄
の
一
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
癸
卯
年
（
至
正
二
十
三
、
一

三
六
三
）
の
こ
と
で
、
伯
父
の
王
仲
一
が
こ
の
年
朱
元
璋
軍
に
帰
付
し
た
。
当
該
年
に
は
、
前
章
で
ふ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
江
西
北
部
に

あ
る
鄱
陽
湖
に
お
い
て
、
朱
元
璋
が
陳
友
諒
を
破
っ
て
天
下
統
一
の
道
が
開
け
た
戦
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。
王
家
は
江
西
吉
安
府
を
出

身
地
と
し
て
い
る
か
ら
、
王
仲
一
は
陳
友
諒
軍
の
一
員
で
あ
っ
た
が
、
陳
友
諒
の
戦
死
、
そ
の
麾
下
軍
の
敗
北
に
よ
っ
て
、
朱
元
璋
軍

に
投
降
し
て
帰
付
し
た
一
人
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
量
さ
れ
る
。
王
仲
一
が
病
没
し
た
の
で
、
そ
の
弟
た
る
王
仲
が
勾
補
さ
れ
、

そ
の
年
老
に
よ
っ
て
息
子
、
王
仲
一
か
ら
み
れ
ば
姪て
つ

に
あ
た
る
王
冬
郎
が
軍
士
と
し
て
補
充
さ
れ
、
揚
州
衛
に
配
属
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
結
果
的
に
は
、
こ
の
揚
州
衛
配
属
が
幸
運
を
も
た
ら
し
た
。
癸
亥
年
（
一
三
六
三
）
か
ら
洪
武
三
十
三
年
（
一
四
〇
〇
）
ま
で
の

三
十
七
年
の
間
に
、
軍
士
か
ら
総
旗
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
靖
難
の
役
に
際
会
し
て
、
三
十
五
年
（
一
四
〇
二
）
燕
王
軍
に
帰
順

し
、
か
つ
渡
江
船
の
水
手
に
選
充
さ
れ
た
こ
と
で
、
正
五
品
の
官
品
を
有
す
る
正
千
戸
に
陞
進
し
た
の
で
あ
っ
た
。
総
旗
や
軍
士
を
含

め
て
旗
軍
と
い
う
が
、
そ
れ
と
官
品
を
有
す
る
従
六
品
の
所
鎮
撫
以
上
と
で
は
、
衛
所
内
部
に
お
け
る
立
場
や
処
遇
に
は
雲
泥
の
差
が

あ
っ
た
。
武
官
と
し
て
衛
所
官
と
呼
ば
れ
る
の
は
後
者
で
あ
り
、
前
者
の
旗
軍
は
衛
所
軍
で
あ
り
、
明
代
の
官
軍
と
は
衛
所
官
と
衛
所

軍
と
を
併
称
し
た
も
の
で
、
賊
軍
に
対
置
さ
れ
る
朝
廷
方
の
軍
兵
、
政
府
方
の
軍
隊
と
言
う
意
味
で
は
な
い
。

【
事
例
₃
】　

三
九
二
頁
、
羅
遵
の
条

羅
事
保
、
奉
新
県
の
人
。
父
羅
宗
有
り
、
癸
卯
年
、
帰
付
す
。
洪
武
二
十
二
年
、
父
老
に
し
て
事
保
を
将
て
代
役
せ
ら
る
。
二
十
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二
年
、
父
老
に
し
て
事
保
を
将
て
代
役
せ
し
む
。
二
十
四
年
、
併
鎗
も
て
小
旗
に
充
て
ら
る
。
三
十
三
年
、
併
鎗
も
て
総
旗
に
充

て
ら
る
。
三
十
五
年
、
城
を
出
て
朝
見
す
。
十
九
日
、
忠
字
号
の
勘
合
を
授
け
ら
れ
、
本
衛
右
所
百
戸
に
陞
除
せ
ら
る
。
六
月
、

水
手
に
選
充
せ
ら
れ
、
揚
州
の
大
営
に
赴
き
朝
見
す
。
十
九
日
、
忠
字
号
の
勘
合
を
授
け
ら
れ
、
副
千
戸
に
欽
陞
せ
ら
る
。
初
三

日
、
船
を
駕
し
て
渡
江
す
。
十
三
日
、
京
に
到
り
、
高
郵
衛
前
所
正
千
戸
に
欽
陞
せ
ら
る
。

　

こ
の
記
事
に
は
文
言
の
重
複
や
日
付
の
混
乱
が
み
ら
れ
る
が
、
最
後
の
文
節
の
六
月
三
日
に
渡
江
し
た
こ
と
と
、
十
三
日
に
京
師
に

着
統
し
た
こ
と
は
、『
太
宗
実
録
』
等
の
既
存
史
料
に
み
え
る
燕
王
軍
進
軍
の
日
暦
と
合
致
し
て
い
る
。
燕
王
軍
が
長
江
渡
江
を
開
始
し

た
六
月
三
日
に
、
高
郵
衛
百
戸
の
羅
事
保
は
、
多
く
の
燕
王
軍
が
乗
船
し
た
軍
船
を
駕
御
す
る
要
員
と
し
て
乗
り
組
み
、
南
岸
に
着
岸

後
は
燕
王
軍
に
従
行
し
て
南
京
ま
で
進
軍
し
、
南
京
城
攻
撃
に
従
行
し
た
。
こ
の
羅
事
保
の
履
歴
は
、
前
述
の
王
冬
郎
と
大
変
似
通
っ

て
い
る
。
出
身
地
は
同
じ
江
西
の
奉
新
県
（
南
昌
府
）
で
、
同
じ
く
癸
卯
年
（
一
三
六
三
）
に
帰
付
し
て
い
る
。
帰
付
の
理
由
も
王
冬
郎

と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
陞
進
の
状
況
も
同
じ
く
洪
武
三
十
三
年
（
一
四
〇
〇
）
に
総
旗
に
進
ん
で
い
る
が）
24
（

、
そ
の
二
年
後
に
燕
王
に
朝

見
し
て
帰
順
し
た
こ
と
で
、
高
郵
衛
百
戸
に
陞
進
し
た
。
癸
亥
年
（
一
三
六
三
）
の
帰
付
か
ら
お
よ
そ
四
十
年
経
過
し
て
、
よ
う
や
く
衛

所
軍
の
身
分
か
ら
脱
却
し
て
衛
所
官
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

か
か
る
陞
進
も
靖
難
の
役
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
前
漢
の
学
者
賈
誼
は
「
夫
れ
禍
と
福
と
は
何
ぞ
糾
え
る
纆
に
異
な
ら
ん
」）
25
（

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
災
い
が
福
に
転
じ
福
が
災
い
に
転
じ
、
き
わ
ま
り
が
な
い
の
で
あ
る
。
燕
王
軍
が
南
下
し
て
江
北
に
押
し
寄

せ
て
き
た
こ
と
は
、
大
軍
来
る
の
報
に
接
し
て
、
衛
所
内
で
は
揚
州
衛
の
よ
う
に
投
降
派
と
そ
の
反
対
派
と
の
内
訌
が
生
じ
た
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
が
、
投
降
・
帰
順
は
結
果
的
に
は
ま
さ
に
災
い
が
福
に
転
じ
る
と
い
う
果
実
を
招
引
し
た
の
で
あ
る
。
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【
事
例
₄
】　

三
九
九
頁
、
賀
一
陽
の
条

賀
祥
、
定
海
県
の
人
。
父
賀
得
三
、
呉
元
年
、
帰
付
す
。
洪
武
四
年
、
小
旗
に
充
て
ら
る
。
十
八
年
、
故
す
。
兄
賀
転
を
将
て
補

役
せ
ら
る
。
二
十
二
年
、
併
鎗
も
て
仍
お
小
旗
に
充
て
ら
る
。
三
十
五
年
、
全
城
帰
順
し
、
総
旗
に
陞
せ
ら
る
。
六
月
、
舡
を
駕

し
渡
江
し
京
に
到
る
。
高
郵
衛
前
所
百
戸
に
欽
除
せ
ら
る
。

　

定
海
県
（
浙
江
寧
波
府
）
を
出
身
地
と
す
る
賀
転
は
、
父
賀
得
三
の
死
去
に
と
も
な
い
、
父
の
小
旗
に
補
せ
ら
れ
た
。
洪
武
二
十
二
年

（
一
三
八
九
）
に
併
鎗
を
受
け
る
が
成
績
が
悪
く
、「
仍
お
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
か
ら
、
従
来
通
り
小
旗
に
留
め
置
か
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
が
正
六
品
の
百
戸
に
な
る
の
は
、
六
月
の
燕
王
軍
渡
江
に
お
い
て
軍
船
の
運
航
に
関
わ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
ま
ま
燕
王
軍
の

一
員
と
し
て
京
師
で
の
攻
防
戦
に
従
軍
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
賀
転
が
燕
王
軍
に
帰
順
し
た
と
き
の
所
属
衛
は
不
明
で
あ
る
が
、
南

京
城
が
陥
落
し
た
あ
と
高
郵
衛
百
戸
に
陞
進
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
推
定
す
れ
ば
、「
全
城
帰
順
」
の
城
と
は
五
月
二
十
日
に
指
揮

王
傑
等
が
衆
を
率
い
て
燕
王
軍
の
軍
門
に
帰
順
し
た
高
郵
衛
を
指
す
蓋
然
性
が
高
い
。
賀
転
の
父
賀
得
三
が
朱
元
璋
に
帰
付
し
た
呉
元

年
（
一
三
六
七
）
に
は
、【
事
例
₁
】
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
朱
亮
祖
が
浙
江
台
州
を
摧
破
し
て
い
る
。
か
か
る
状
況
を
勘
案
す
る
と
、
賀

得
三
の
朱
元
璋
軍
へ
の
帰
付
は
、
王
進
の
事
例
と
同
じ
よ
う
に
、
朱
亮
祖
の
浙
江
攻
略
と
無
関
係
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

以
上
の
四
事
例
は
、
燕
王
軍
渡
江
に
際
し
て
、
揚
州
衛
・
高
郵
衛
が
燕
軍
の
将
兵
を
舶
載
し
た
軍
船
の
運
航
に
直
截
関
わ
っ
た
こ
と

を
明
確
に
示
し
て
い
て
、
彼
ら
は
一
様
に
帰
順
に
よ
っ
て
陞
進
に
与
り
、
さ
ら
に
渡
江
の
軍
船
駕
御
に
よ
っ
て
衛
所
官
職
の
昇
級
を
受

け
て
い
る
。
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靖
難
の
役
に
お
い
て
、
燕
王
に
与
し
た
将
官
・
軍
士
に
対
す
る
処
遇
は
、
二
通
り
あ
っ
て
、
一
つ
は
衛
所
官
職
の
昇
級
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
新
官
と
し
て
の
恩
恵
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
文
字
通
り
個
々
の
陞
進
で
あ
る
。
燕
王
軍
の
渡
江
に
尽
力
し
た

王
亜
全
・
王
冬
郎
・
羅
事
保
・
賀
転
は
そ
れ
ぞ
れ
陞
進
昇
級
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
は
永
楽
元
年
（
一
四
〇
三
）
に
発
布
さ

れ
た
「
武
職
新
旧
官
襲
替
法
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
洪
武
三
十
二
（
一
三
九
九
）
―
三
五
年
（
一
四
〇
二
）
に
お
け
る
靖
難
の
役
（
奉
天
征

討
）
に
お
い
て
、
燕
王
の
麾
下
と
し
て
活
躍
し
た
衛
所
官
は
新
官
、
洪
武
三
十
一
年
（
一
三
九
八
）
以
前
な
ら
び
に
永
楽
元
年
（
一
四
〇

三
）
以
後
に
功
労
あ
る
衛
所
官
は
旧
官
と
称
し
て
区
別
さ
れ
た
。
と
く
に
そ
の
子
孫
の
優
給
や
襲
職
年
齢
・
比
試
の
有
無
、
職
官
を
継

承
す
る
男
子
が
い
な
い
と
き
の
本
人
、
あ
る
い
は
妻
子
等
へ
の
経
済
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
も
い
う
べ
き
優
養
制
の
施
行
に
お

い
て
、
新
官
と
旧
官
と
で
は
、
そ
の
処
遇
に
大
差
が
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
優
給
舎
人
の
（
イ
）
優
給
終
了
年
齢

（
ロ
）
襲
職
年
齢
に
お
い
て
は
、
新
官
の
子
孫
場
合
は
（
イ
）
十
五
歳
（
ロ
）
十
六
歳
、
旧
官
の
子
孫
の
場
合
は
（
イ
）
十
四
歳
（
ロ
）
十

五
歳
、
と
二
通
り
が
生
じ
た
。
ま
た
跡
継
ぎ
が
い
な
く
故
絶
し
た
衛
所
官
の
家
を
対
象
に
し
た
優
養
制
度
は
、
洪
武
時
代
に
始
ま
り
明

朝
一
代
を
通
じ
て
存
続
し
た
が
、
靖
難
の
役
後
、
優
養
の
内
容
は
、
永
楽
帝
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
新
官
・
旧
官
の
区
別
に
基
づ
い
て

大
き
く
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る）
26
（

。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
永
楽
元
年
（
一
四
〇
三
）
に
制
定
さ
れ
た
「
武
職
新
旧
官
襲
替
法
」
に
よ
れ
ば
、
上
記
の
四
例
は
、
永
楽
政
権
の

成
立
以
後
、
衛
所
官
と
し
て
は
新
官
、
旧
官
い
ず
れ
の
処
遇
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
衛
所
官
職
の
世
襲
状
況
に
お
い

て
、
幼
年
の
世
襲
に
よ
っ
て
生
じ
た
（
イ
）
の
優
給
終
了
年
齢
に
関
わ
る
優
給
記
事
を
検
出
す
る
こ
と
が
有
効
な
そ
の
手
が
か
り
と
な

る
。
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【
事
例
₁
】　

三
六
七
頁
、
王
極
の
条

王
亜
全
の
子
孫
の
世
襲
に
お
い
て
優
給
事
例
の
記
述
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
新
官
・
旧
官
の
手
が
か
り
は
な
い
。

【
事
例
₂
】　

三
八
七
頁
、
王
世
冠
の
条

王
冬
郎
の
子
孫
で
は
、

　

①　

九
輩
王
維
藩
の
項
に
、「
万
暦
三
十
三
年
四
月
、
王
維
藩
、
年
七
歳
、
…
…
至
四
十
一
年
終
住
支
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
優
給

は
十
五
歳
で
終
了
し
、
そ
の
襲
職
年
齢
は
十
六
歳
と
な
る
。
な
お
、
住
支
の
住
は
「
と
ど
め
る
」
の
意
で
あ
り
、
住
支
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
、
王
維
藩
の
場
合
、
幼
年
の
た
め
世
襲
す
べ
き
高
郵
衛
百
戸
に
は
未
襲
職
の
ま
ま
、
百
戸
の
俸
禄
だ
け
が
全
額
支
給
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
は
十
五
歳
で
も
っ
て
い
っ
た
ん
停
止
さ
れ
、
十
六
歳
か
ら
は
高
郵
衛
百
戸
の
職
を
襲
ぎ
、
そ
の
俸
禄
を
全
額
受
け
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

【
事
例
₃
】　

三
九
二
頁
、
羅
遵
の
条

羅
事
保
の
子
孫
で
は
、
ま
ず
、

　

②　

六
輩
羅
世
雄
の
項
に
、「
成
化
二
十
一
年
七
月
、
羅
世
雄
、
年
十
一
歳
、
…
…
欽
与
全
俸
優
給
、
至
成
化
二
十
四
年
終
住
支
、
弘

治
三
年
十
二
月
、
羅
世
雄
、
年
十
六
歳
」
と
あ
る
。
成
化
二
十
四
年
と
は
弘
治
元
年
（
一
四
八
八
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
計

算
す
る
と
、
同
年
の
優
給
終
了
時
に
は
十
四
歳
で
あ
り
、
弘
治
三
年
（
一
四
九
〇
）
の
十
六
歳
と
も
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
、

　

③　

五
輩
羅
表
の
項
に
、「
正
徳
十
六
年
七
月
、
羅
表
、
年
二
歳
、
…
…
全
俸
優
給
、
嘉
靖
十
二
年
終
住
支
」
と
あ
る
。
正
徳
十
六
年
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は
一
五
二
一
年
、
嘉
靖
十
二
年
は
一
五
三
三
年
で
あ
る
か
ら
、
羅
表
の
優
給
は
十
四
歳
ま
で
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

【
事
例
₄
】　

三
九
九
頁
、
賀
一
陽
の
条

賀
転
の
子
孫
が
世
襲
に
際
し
て
優
給
を
受
け
た
事
例
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
三
例
あ
る
。

　

④　

四
輩
賀
亮
の
項
に
、「
永
楽
十
五
年
十
一
月
、
賀
亮
、
年
九
歳
、
…
…
欽
与
全
俸
優
給
、
至
永
楽
二
十
年
終
住
支
」
と
あ
る
。
優

給
終
了
は
十
四
歳
に
な
る
。

　

⑤　

七
輩
賀
一
陽
の
項
に
、「
嘉
靖
十
六
年
八
月
、
賀
一
陽
、
年
七
歳
、
…
…
照
例
与
全
俸
優
給
、
至
嘉
靖
二
十
三
年
終
住
支
」
と
あ

る
。
十
四
歳
で
優
給
終
了
に
な
っ
て
い
る
。

　

⑥　

九
輩
賀
邦
泰
の
項
に
、「
万
暦
三
十
七
年
六
月
、
…
…
高
郵
衛
前
所
世
襲
百
戸
優
給
舎
人
一
名
賀
邦
泰
、
年
八
歳
、
…
…
照
例
与

全
俸
優
給
、
至
四
十
四
年
終
住
支
」
と
あ
る
。
賀
一
陽
の
条
の
④
⑤
で
は
と
も
に
十
四
歳
が
優
給
終
了
年
齢
で
あ
っ
た
が
、
賀
邦
泰
の

場
合
は
そ
れ
と
異
な
り
、
計
算
上
、
優
給
終
了
は
十
五
歳
と
な
る
。
こ
の
年
齢
算
出
に
詿
誤
が
な
い
こ
と
は
、
賀
邦
泰
の
項
に
あ
る
、

天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）
四
月
に
年
二
十
一
歳
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

以
上
の
四
例
に
つ
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
②
か
ら
⑤
ま
で
は
十
四
歳
が
優
給
終
了
年
齢
に
な
り
、
①
と
⑥
で
は
十
五
歳
が
そ
の
年
齢
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
④
⑤
⑥
で
は
い
ず
れ
も
羅
事
保
の
子
孫
で
あ
り
な
が
ら
軌
を
一
に
し
な
い
の
は
訝
し
く
、
燕
王
軍
渡
江
時

の
軍
船
運
航
に
尽
力
し
た
揚
州
衛
・
高
郵
衛
の
衛
所
官
達
の
そ
の
後
の
処
遇
が
新
官
か
旧
官
か
を
判
別
す
る
上
で
、
こ
の
自
家
撞
着
に

は
い
さ
さ
か
厄
窮
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
絵
解
き
す
る
手
だ
て
と
し
て
、
迂
曲
な
方
法
で
は
あ
る
が
、
洪
武
三
十
五
年
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（
一
四
〇
二
）
に
お
け
る
揚
州
衛
・
高
郵
衛
関
係
者
の
大
営
朝
見
、
全
城
帰
順
等
、
燕
王
の
軍
門
に
降
っ
た
事
例
の
中
で
、
そ
の
子
孫
の

記
述
中
に
優
給
体
験
の
あ
る
事
例
を
『
高
郵
衛
選
簿
』
か
ら
選
び
、
優
給
支
給
年
と
そ
の
年
齢
、
優
給
終
了
年
、
本
衛
選
簿
の
掲
出
頁

を
呈
示
し
て
終
了
時
の
年
齢
を
算
出
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
は
そ
の
結
果
で
あ
る
。

№

優
給
舎
人
名

優
給
開
始
年

年
齢

優
給
終
了
年

年
齢

頁
数

補
注

⑦

三
輩
徐
功

正
統
五

五

正
統
十
一

十
四

三
四
〇

₁

⑧

八
輩
姜
遇
文

嘉
靖
二
十
八

二

嘉
靖
四
十

十
四

三
四
五

₂

⑨

九
輩
李
実

万
暦
三
十
三

二

万
暦
四
十
六

十
五

三
四
六

₃

⑩

六
輩
呉
維
先

万
暦
十
二

二

万
暦
十
五

十
五

三
四
八

₄

⑪

九
輩
端
光
祖

嘉
靖
十
四

十

嘉
靖
十
八

十
四

三
五
六

₅

⑫

七
輩
黄
永
禎

万
暦
三
十

九

万
暦
三
十
六

十
五

三
六
六

₆

⑬

七
輩
楊
城

成
化
七

十
一

成
化
十

十
四

三
七
七

₇

⑭

八
輩
楊
敏
樹

嘉
靖
三
十
五

五

嘉
靖
四
十
五

十
五

〃

₈

⑮

十
輩
楊
元
吉

万
暦
二
十
七

六

万
暦
三
十
六

十
五

〃

₉

⑯

七
輩
李
時
芳

嘉
靖
四
十
五

三

隆
慶
十
一

十
四

三
八
四

10

⑰

七
輩
劉
廕

正
徳
元
年

九

正
徳
六

十
四

三
八
九

11

⑱

五
輩
黎
秀

成
化
十
六

六

成
化
二
十
四

十
四

〃

12

⑲

五
輩
衛
武
城

正
徳
十
四

四

正
徳
二
十
四

十
四

三
九
二

13

⑳

八
輩
衛
世
卿

万
暦
二
十
六

九

万
暦
三
十
二

十
五

〃

14

㉑

七
輩
陶
山
輔

弘
治
十

十
一

弘
治
十
三

十
四

三
九
五

15
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㉒

八
輩
陶
武

嘉
靖
十
八

十

嘉
靖
二
十
二

十
四

〃

16

㉓

九
輩
陶
応
元

嘉
靖
三
十
五

三

嘉
靖
四
十
六

十
四

〃

17

㉔

八
輩
鄒
賢

嘉
靖
十
五

十
二

嘉
靖
十
七

十
四

三
九
八

18

㉕

八
輩
季
延

万
暦
十
八

七

万
暦
二
十
六

十
五

四
〇
六

19

㉖

十
輩
呉
先
祖

万
暦
四
十
七

七

万
暦
五
十
五

十
五

四
三
七

20

　
【
補
注
】
1
徐
兆
麟
の
条
。
徐
僧
三
、
揚
州
衛
の
軍
士
、
大
営
朝
見
し
、
揚
州
衛
試
百
戸
、
六
月
副
千
戸
、
七
月
高
郵
衛
正
千
戸
に
陞
せ
ら
る
。
2

姜
遇
文
の
条
、
姜
成
、
高
郵
衛
百
戸
で
従
来
粮
儲
を
海
運
し
て
い
た
が
、
舡
を
駕
し
て
高
資
港
に
赴
き
朝
見
し
、
高
郵
衛
副
千
戸
に
陞
せ
ら
る
。

3
李
芬
の
条
。
李
賢
、
蘇
州
衛
総
旗
、
朝
見
し
て
百
戸
に
陞
せ
ら
れ
、
高
郵
衛
に
改
調
せ
ら
る
。
4
呉
横
の
条
。
呉
貴
、
高
郵
衛
所
属
、
朝
見

し
忠
号
を
勘
合
を
給
さ
れ
高
郵
衛
百
戸
を
授
け
ら
る
。
5
端
奎
の
条
。
端
成
、
揚
州
の
大
営
赴
き
朝
見
す
。
6
黄
鍾
の
条
。
黄
勝
、
大
営
朝
見

す
。
7 

8 

9
楊
敏
樹
の
条
。
楊
真
、
高
郵
衛
百
戸
、
儀
真
に
往
き
授
順
回
衛
す
。
10
李
時
芳
の
条
。
李
顕
、
小
旗
、
朝
見
し
総
旗
、
つ
い
で
高

郵
衛
百
戸
に
欽
陞
せ
ら
る
。
11
劉
存
仁
の
条
。
劉
斌
、
大
営
朝
見
し
高
郵
衛
試
百
戸
に
陞
せ
ら
る
。
12
黎
時
雍
の
条
。
黎
性
得
、
全
城
帰
順
し
、

揚
州
大
営
に
お
い
て
朝
見
す
。
13 

14
衛
謨
の
条
。
衛
小
里
、
百
戸
、
大
営
朝
見
し
指
揮
同
知
、
京
師
平
定
に
従
軍
す
。
15 

16 

17
陶
応
元
の
条
。

陶
甄
、
大
営
朝
見
、
副
千
戸
に
陞
せ
ら
る
。
18
鄒
応
登
の
条
。
鄒
文
、
総
旗
、
全
城
帰
順
し
百
戸
に
陞
せ
ら
る
。
19
季
延
の
条
。
季
孫
、
高
郵

衛
の
軍
士
、
全
城
帰
順
し
総
旗
に
陞
せ
ら
る
。
20
呉
応
禎
の
条
。
呉
三
保
、
高
郵
衛
興
化
守
禦
所
総
旗
、
大
営
朝
見
し
、
興
化
守
禦
所
百
戸
に

陞
せ
ら
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
洪
武
三
十
五
年
（
一
四
〇
二
）
に
燕
王
に
朝
見
・
帰
順
し
た
揚
州
衛
・
高
郵
衛
の
人
々
で
、
そ
の
後
の
世
襲

時
に
優
給
を
受
け
て
襲
替
し
た
こ
と
が
明
白
な
事
例
を
検
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
優
給
開
始
年
と
そ
の
と
き
の
年
齢
、
優
給
終
了
年
の
三

つ
の
事
項
か
ら
、
優
給
終
了
年
齢
を
割
り
出
し
た
そ
の
結
果
を
う
け
て
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
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元
号

十
四
歳

十
五
歳

永
楽

④

正
統

⑦

成
化

②
⑬
⑱

弘
治

㉑

正
徳

③
⑰
⑲

嘉
靖

⑤
⑧
⑪
⑯
㉒
㉓
㉔

⑭

万
暦

①
⑥
⑨
⑩
⑫
⑮
⑳
㉕
㉖

　

こ
の
よ
う
に
事
例
を
一
覧
に
し
て
み
る
と
、
優
給
終
了
の
年
齢
に
関
し
て
、
明
確
な
傾
向
が
読
み
と
れ
る
。
洪
武
三
十
五
年
（
一
四

〇
二
）
に
朝
見
・
帰
順
し
た
揚
州
衛
・
高
郵
衛
の
衛
所
官
軍
の
優
給
終
了
年
齢
を
み
る
と
、
十
四
歳
の
事
例
は
、
永
楽
以
後
万
暦
以
前

に
集
中
し
、
十
五
歳
の
事
例
は
、
万
暦
以
後
に
集
中
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
大
局
的
に
み
て
、
万
暦
の
頃
に
は
、
優
給
終
了
年
齢

が
十
四
歳
か
ら
十
五
歳
へ
移
行
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
十
四
歳
か
ら
十
五
歳
に
移
行
し
た
分
岐
点
と
な
っ
た
時
期

を
厳
密
に
い
え
ば
、
何
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
絞
る
た
め
に
は
、
揚
州
衛
や
高
郵
衛
の
よ
う
な
江
北
の
諸
衛
だ

け
を
対
象
に
す
る
こ
と
や
洪
武
三
十
五
年
（
一
四
〇
二
）
の
事
例
の
み
を
対
象
に
分
析
す
る
こ
と
だ
け
で
は
偏
頗
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
大
営
朝
見
に
せ
よ
、
全
城
帰
順
に
せ
よ
、
か
か
る
契
機
に
よ
っ
て
燕
王
軍
に
加
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
靖
難
の
役
が
起
き
て
以
後
、

そ
の
戦
局
展
開
に
呼
応
し
て
夥
し
く
起
り
得
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
当
然
の
事
な
が
ら
、
そ
の
無
数
の
事
例
が
尽
悉
、
記
録
と

し
て
史
料
に
残
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
幸
い
な
こ
と
に
、
そ
の
一
部
は
衛
選
簿
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
事

㉒

八
輩
陶
武

嘉
靖
十
八

十

嘉
靖
二
十
二

十
四

〃

16

㉓

九
輩
陶
応
元

嘉
靖
三
十
五

三

嘉
靖
四
十
六

十
四

〃

17

㉔

八
輩
鄒
賢

嘉
靖
十
五

十
二

嘉
靖
十
七

十
四

三
九
八

18

㉕

八
輩
季
延

万
暦
十
八

七

万
暦
二
十
六

十
五

四
〇
六

19

㉖

十
輩
呉
先
祖

万
暦
四
十
七

七

万
暦
五
十
五

十
五

四
三
七

20

　
【
補
注
】
1
徐
兆
麟
の
条
。
徐
僧
三
、
揚
州
衛
の
軍
士
、
大
営
朝
見
し
、
揚
州
衛
試
百
戸
、
六
月
副
千
戸
、
七
月
高
郵
衛
正
千
戸
に
陞
せ
ら
る
。
2

姜
遇
文
の
条
、
姜
成
、
高
郵
衛
百
戸
で
従
来
粮
儲
を
海
運
し
て
い
た
が
、
舡
を
駕
し
て
高
資
港
に
赴
き
朝
見
し
、
高
郵
衛
副
千
戸
に
陞
せ
ら
る
。

3
李
芬
の
条
。
李
賢
、
蘇
州
衛
総
旗
、
朝
見
し
て
百
戸
に
陞
せ
ら
れ
、
高
郵
衛
に
改
調
せ
ら
る
。
4
呉
横
の
条
。
呉
貴
、
高
郵
衛
所
属
、
朝
見

し
忠
号
を
勘
合
を
給
さ
れ
高
郵
衛
百
戸
を
授
け
ら
る
。
5
端
奎
の
条
。
端
成
、
揚
州
の
大
営
赴
き
朝
見
す
。
6
黄
鍾
の
条
。
黄
勝
、
大
営
朝
見

す
。
7 

8 

9
楊
敏
樹
の
条
。
楊
真
、
高
郵
衛
百
戸
、
儀
真
に
往
き
授
順
回
衛
す
。
10
李
時
芳
の
条
。
李
顕
、
小
旗
、
朝
見
し
総
旗
、
つ
い
で
高

郵
衛
百
戸
に
欽
陞
せ
ら
る
。
11
劉
存
仁
の
条
。
劉
斌
、
大
営
朝
見
し
高
郵
衛
試
百
戸
に
陞
せ
ら
る
。
12
黎
時
雍
の
条
。
黎
性
得
、
全
城
帰
順
し
、

揚
州
大
営
に
お
い
て
朝
見
す
。
13 

14
衛
謨
の
条
。
衛
小
里
、
百
戸
、
大
営
朝
見
し
指
揮
同
知
、
京
師
平
定
に
従
軍
す
。
15 

16 

17
陶
応
元
の
条
。

陶
甄
、
大
営
朝
見
、
副
千
戸
に
陞
せ
ら
る
。
18
鄒
応
登
の
条
。
鄒
文
、
総
旗
、
全
城
帰
順
し
百
戸
に
陞
せ
ら
る
。
19
季
延
の
条
。
季
孫
、
高
郵

衛
の
軍
士
、
全
城
帰
順
し
総
旗
に
陞
せ
ら
る
。
20
呉
応
禎
の
条
。
呉
三
保
、
高
郵
衛
興
化
守
禦
所
総
旗
、
大
営
朝
見
し
、
興
化
守
禦
所
百
戸
に

陞
せ
ら
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
洪
武
三
十
五
年
（
一
四
〇
二
）
に
燕
王
に
朝
見
・
帰
順
し
た
揚
州
衛
・
高
郵
衛
の
人
々
で
、
そ
の
後
の
世
襲

時
に
優
給
を
受
け
て
襲
替
し
た
こ
と
が
明
白
な
事
例
を
検
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
優
給
開
始
年
と
そ
の
と
き
の
年
齢
、
優
給
終
了
年
の
三

つ
の
事
項
か
ら
、
優
給
終
了
年
齢
を
割
り
出
し
た
そ
の
結
果
を
う
け
て
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
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例
を
集
積
し
て
数
量
分
析
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
も
蓋
然
性
の
高
い
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
量
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
、
そ
の
詳
細
な
分
析
は
別
な
機
会
に
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
こ
で
は
、
上
記
の
表
中
で
嘉
靖
の
事
例
に
関
し
て
十
四
歳
の

ケ
ー
ス
は
七
例
あ
る
の
に
対
し
て
、
十
五
歳
の
ケ
ー
ス
も
一
例
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
み
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

⑭
の
事
例
は
楊
敏
樹
の
条
の
三
輩
楊
敏
樹
の
項
に
み
え
、
嘉
靖
三
十
五
年
（
一
五
五
六
）
に
五
歳
の
と
き
優
給
が
開
始
さ
れ
、
同
四
十

五
年
（
一
五
六
六
）
に
優
給
が
終
了
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
㉓
陶
応
元
の
条
の
九
輩
陶
応
元
の
項
で
は
、
楊
敏
樹
と
同
じ
嘉
靖
三
十
五

（
一
五
五
六
）
に
三
歳
で
優
給
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
が
終
了
し
た
の
は
同
四
十
六
年
（
隆
慶
元
・
一
五
六
七
）
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
そ
の
年

齢
は
十
四
歳
と
な
り
、
優
給
開
始
が
同
年
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
終
了
時
の
年
齢
に
差
異
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
の

年
号
に
誤
記
が
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
⑭
の
方
の
優
給
開
始
年
、
そ
の
と
き
の
年
齢
、
優
給
終
了
年
の
三
項
目
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
に

誤
記
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
断
言
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
⑯
李
時
芳
の
条
に
み
え
る
七
輩
李
時
芳
の
項
に

よ
る
と
、
李
時
芳
は
嘉
靖
四
十
五
年
（
一
五
六
六
）
三
歳
の
と
き
優
給
を
受
け
始
め
、
そ
れ
が
終
了
し
た
の
は
隆
慶
十
一
年
（
万
暦
五
・

一
五
七
七
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
れ
ば
そ
の
優
給
終
了
時
の
年
齢
は
十
四
歳
と
な
り
、
優
給
開
始
が
嘉
靖
三
十
五
年
（
一
五
五
六
）
よ

り
十
年
も
遅
い
事
例
が
十
四
歳
で
、
そ
れ
よ
り
十
年
早
い
方
が
十
五
歳
終
了
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
⑭
・
⑯
・
㉓

の
三
事
例
の
相
互
関
係
を
勘
考
す
れ
ば
、
⑭
の
事
例
も
嘉
靖
の
十
四
歳
の
事
例
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

か
か
る
私
見
に
詿
誤
が
な
け
れ
ば
、
洪
武
三
十
五
年
（
一
四
〇
二
）
江
北
に
進
出
し
て
き
た
燕
王
軍
に
朝
見
・
帰
順
等
で
組
み
込
ま
れ

た
衛
所
の
人
々
の
優
給
終
了
に
関
し
て
、
嘉
靖
以
前
は
十
四
歳
、
万
暦
以
後
は
十
五
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
嘉
靖
の
つ
ぎ

の
隆
慶
あ
る
い
は
万
暦
の
い
ず
れ
か
の
時
代
に
優
給
終
了
年
齢
が
十
四
歳
か
ら
十
五
歳
へ
と
移
行
し
た
こ
と
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
そ
の

時
期
の
絞
り
込
み
が
つ
ぎ
に
解
明
す
べ
き
課
題
と
な
る
が）
27
（

、
優
給
終
了
年
齢
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
拘
泥
す
る
の
は
、
洪
武
三
十
五
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年
（
一
四
〇
二
）
に
燕
王
に
帰
順
し
て
、
燕
王
軍
の
長
江
渡
江
に
助
力
し
、
燕
王
軍
の
南
京
城
総
攻
撃
、
ひ
い
て
は
永
楽
政
権
成
立
の
、

ま
さ
に
文
字
通
り
の
橋
架
と
な
り
、
橋
頭
堡
と
な
っ
た
揚
州
衛
・
高
郵
衛
の
人
々
が
戦
後
即
位
し
た
燕
王
か
ら
い
か
な
る
処
遇
を
う
け

た
か
、
換
言
す
れ
ば
、
新
官
と
し
て
処
遇
さ
れ
た
か
さ
れ
な
か
っ
た
か
を
知
る
重
要
な
秘
鑰
が
そ
こ
に
潜
む
か
ら
で
あ
る
。
衛
所
官
を

新
官
・
旧
官
と
に
大
別
す
る
制
度
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
永
楽
元
年
（
一
四
〇
三
）
に
「
武
職
新
旧
官
襲
替
法
」
と
し
て
制
定
さ
れ
た

も
の
で
、
衛
所
官
の
世
襲
時
の
優
給
制
度
と
そ
の
家
族
の
経
済
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
も
い
う
べ
き
優
養
制
度
の
運
用
に
関
わ
る

制
度
で
あ
り
、
新
官
と
旧
官
と
で
は
そ
の
処
遇
に
大
い
な
る
懸
隔
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
優
給
終
了
年
齢
か
ら
み
る
と
、
燕
王
軍
の
江

北
進
出
の
際
に
朝
見
・
帰
順
し
た
揚
州
衛
・
高
郵
衛
の
人
々
は
、
燕
王
軍
の
渡
江
に
も
尽
力
し
、
南
京
城
攻
撃
に
も
従
行
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
靖
難
の
役
の
終
息
に
よ
っ
て
成
立
し
た
永
楽
政
権
下
で
は
、
建
文
政
権
軍
の
扱
い
と
同
じ
旧
官
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
ら
れ
、

新
官
と
し
て
の
処
遇
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
新
官
と
し
て
の
処
遇
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
そ
れ
か
ら

一
五
〇
年
以
上
も
経
過
し
た
隆
慶
も
し
く
は
万
暦
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
筆
者
が
検
討
を
進
め
て
い
る
燕
王
軍
研
究
の
一
節
と
し
て
、
靖
難
の
役
の
そ
の
後
の
勝
敗
の
行
方
を
左
右
す
る

重
大
局
面
に
差
し
掛
か
っ
た
長
江
渡
江
と
そ
の
前
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
江
北
の
諸
衛
と
そ
こ
に
所
属
す
る
人
々
の
動
向
を
さ
ぐ
る
べ

く
、『
高
郵
衛
選
簿
』
を
仔
細
に
分
析
し
、
揚
州
衛
と
高
郵
衛
の
衛
所
官
軍
の
事
例
を
検
討
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
得
た
結
論
は
意
想
外
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
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燕
王
軍
の
江
北
進
出
に
よ
っ
て
、
揚
州
衛
と
高
郵
衛
で
は
、
全
城
帰
順
と
形
容
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
大
量
の
投
降
帰
順
者
を
生
み
出

し
た
。
彼
ら
は
燕
王
軍
に
組
み
込
ま
れ
、
か
つ
ま
た
渡
江
の
際
に
は
燕
王
軍
を
舶
載
し
た
軍
船
を
駕
御
し
て
、
燕
王
軍
渡
江
に
尽
力
し

た
。
そ
し
て
、
河
口
で
は
川
幅
が
四
〇
㎞
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
長
江
の
渡
江
を
わ
ず
か
三
日
に
し
て
完
遂
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
彼
ら
は
、
こ
う
し
た
多
大
な
軍
功
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
永
楽
政
権
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
制
定
さ
れ
た
「
武
職
新
旧
官
襲

替
法
」
の
施
行
に
お
い
て
は
、
奉
天
靖
難
に
尽
力
し
た
名
誉
あ
る
衛
所
官
と
し
て
の
新
官
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
恩
恵
に

与
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
扱
い
は
遅
く
と
も
嘉
靖
時
代
ま
で
は
続
い
た
の
で
あ
る
。
永
楽
帝
は
、
政
権
樹
立
後
、

揚
州
衛
・
高
郵
衛
の
人
々
に
対
し
て
、
欽
陞
と
い
う
形
で
衛
所
官
職
自
体
は
昇
級
さ
せ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
新
官
と
旧
官
に
截
然

と
分
け
ら
れ
た
制
度
で
は
旧
建
文
帝
麾
下
の
旧
官
と
し
た
。
そ
の
点
で
は
、
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
（
二
律
背
反
的
）
な
乖
離
が
明
確
に
み
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

註
（
1
）　

靖
難
の
役
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
明
代
建
文
朝
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
）、
永
楽
政
権
の
成
立
史
に
つ
い
て
は
、
同
『
永
楽

政
権
成
立
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
2
）　
『
太
宗
実
録
』
の
当
該
条
の
最
後
に
み
え
る
「
郡
主
は
上
の
従
姉
な
り
」
と
い
う
文
言
は
、
同
条
と
同
種
同
文
に
近
い
記
述
の
あ
る
『
奉
天
靖

難
記
』
に
は
な
い
。『
太
宗
実
録
』
編
纂
時
に
独
自
に
付
け
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
慶
成
郡
主
の
続
柄
が
燕
王
の
従
姉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

郡
主
の
父
蒙
城
王
と
燕
王
の
父
太
祖
洪
武
帝
が
兄
弟
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
蒙
城
王
と
洪
武
帝
と
の
関
係
は

兄
弟
で
な
く
、
従
兄
弟
で
あ
る
と
い
う
記
録
を
残
し
て
い
る
の
は
、
嘉
靖
二
年
（
一
五
二
三
）
の
進
士
で
の
ち
に
兵
部
尚
書
に
陞
進
し
た
鄭
暁

で
あ
る
。
鄭
暁
は
『
吾
学
編
』
を
始
め
多
く
の
著
作
を
残
し
た
が
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
『
今
言
』
巻
一
に
、
洪
武
帝
の
家
系
に
つ
い
て
、
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「
孝
陵
の
仁
孝
は
天
地
に
通
じ
、
名
族
に
冒
附
す
る
を
肯
ん
ぜ
ず
。
直
ち
に
知
る
所
の
德
祖
を
以
て
始
祖
と
為
す
。
德
祖
は
懿
祖
を
生
み
、
懿
祖

は
熙
祖
を
生
み
、
熙
祖
は
仁
祖
を
生
む
。
仁
祖
は
四
子
を
生
む
。
南
昌
王
、
盱
眙
王
、
臨
淮
王
に
し
て
太
祖
は
其
の
第
四
子
な
り
。
南
昌
の
二

子
、
長
は
文
正
。
文
正
は
靖
江
王
守
謙
を
生
む
。
次
は
山
陽
王
。
盱
眙
は
招
信
王
を
生
む
。
仁
祖
に
一
弟
有
り
、
寿
春
王
な
り
。
寿
春
の
四
子

は
霍
丘
王
、
下
蔡
王
、
安
豊
王
、
蒙
城
王
な
り
。
霍
丘
の
一
子
は
宝
応
王
。
安
豊
の
四
子
は
六
安
王
、
来
安
王
、
都
梁
王
、
英
山
王
。
諸
王
倶

に
後
無
し
。
惟
だ
靖
江
王
は
桂
林
府
に
分
国
し
、
礼
数
は
親
王
の
如
し
」
と
詳
し
く
ふ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
蒙
城
王
の
父
寿
春

王
は
洪
武
帝
の
父
仁
祖
（
朱
五
四
）
の
弟
で
あ
る
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
蒙
城
王
と
洪
武
帝
は
従
兄
弟
関
係
に
あ
り
、
そ
の
子
同
士
は
又
従
兄

弟
と
い
う
関
係
に
な
る
。

（
3
）　

姚
善
は
靖
難
の
役
終
息
後
、
奸
臣
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
磔
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
詳
し
く
は
前
掲
拙
著
『
明
代
建
文
朝
史
の
研
究
』「
終
章　

建
文
と
永
楽
の
間
で
―
建
文
諸
臣
の
行
動
様
式
―
」
参
照
。

（
4
）　

建
文
政
権
側
の
戦
争
指
導
体
制
と
そ
の
異
動
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
『
明
代
建
文
朝
史
の
研
究
』「
第
五
章　

靖
難
の
役
と
建
文
政
権
の
対

応
」
参
照
。

（
5
）　

方
孝
孺
が
黄
子
澄
の
再
起
用
を
阻
止
し
た
と
き
に
口
の
端
に
上
し
た
宋
斉
丘
が
黄
子
澄
を
指
す
こ
と
は
、『
奉
天
靖
難
記
』
四
（『
国
朝
典
故
』

所
収
）
の
三
十
五
年
五
月
壬
寅
の
条
に
、「
其
の
意
は
黄
子
澄
を
指
す
な
り
」
と
あ
り
、
黄
子
澄
を
宋
斉
丘
に
擬
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、

そ
の
宋
斉
丘
は
五
代
十
国
の
南
唐
の
宰
相
で
あ
っ
た
。
黄
子
澄
と
同
じ
く
江
西
の
人
（
吉
安
府
廬
陵
県
）
で
、
南
唐
が
後
周
に
攻
め
ら
れ
た
と

き
李
璟
を
助
け
る
が
、
李
璟
の
失
脚
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
。『
新
五
代
史
』
巻
六
二
、
南
唐
世
家
、
な
ら
び
に
『
南
唐
書
』
巻
四
、
宋
斉
丘
伝
、

参
照
。　

（
6
）　
『
太
宗
実
録
』
建
文
四
年
五
月
壬
寅
の
条
。

（
7
）　

同
右
書
、
建
文
四
年
六
月
乙
卯
の
条
。

（
8
）　

同
右
書
、
建
文
四
年
六
月
戊
午
の
条
。

（
9
）　

同
右
書
、
建
文
四
年
六
月
庚
申
の
条
。

（
10
）　
「
燕
王
軍
の
招
募
と
華
北
の
人
々
」（『
ア
フ
ロ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
都
市
と
社
会
』
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
）、「
燕
王

軍
の
垜
充
と
華
北
の
人
々
」（
未
発
表
）、「
燕
王
挙
兵
後
の
志
願
兵
に
つ
い
て
（『
明
大
ア
ジ
ア
史
論
集　

寺
内
威
太
郎
先
生
退
休
記
念
号
』
明

治
大
学
文
学
部
ア
ジ
ア
史
研
究
室
、
二
〇
一
九
年
）。
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（
11
）　
『
清
史
稿
』
巻
三
〇
七
、
尹
継
善
伝
、「
鎮
江
水
兵
駐
高
資
港
」。

（
12
）　

拙
稿
「
鄱
陽
湖
の
戦
い
へ
の
道
」（『
人
文
研
紀
要
』
第
五
一
号
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
13
）　
『
太
宗
実
録
』
建
文
四
年
五
月
己
卯
の
条
。
当
月
の
朔
日
は
癸
未
で
あ
り
、
校
勘
記
が
指
摘
す
る
よ
う
に
己
丑
と
す
る
の
が
正
し
い
。

（
14
）　

同
上
。
な
お
、
泗
州
の
祖
陵
は
太
祖
洪
武
帝
よ
り
四
代
前
の
徳
祖
（
朱
百
六
）、
三
代
前
の
懿
祖
（
朱
四
九
）、
二
代
前
の
煕
祖
（
初
一
）
の

陵
墓
で
あ
る
。
た
だ
太
祖
の
父
仁
祖
（
朱
五
四
）
の
皇
陵
は
鳳
陽
に
置
か
れ
た
。

（
15
）　
『
太
宗
実
録
』
建
文
四
年
五
月
癸
巳
の
条
。

（
16
）　

同
右
書
、
建
文
四
年
五
月
己
亥
の
条
。

（
17
）　

同
右
書
、
建
文
四
年
五
月
庚
子
の
条
。
王
礼
等
の
陞
進
記
事
は
『
奉
天
靖
難
記
』
巻
四
、
同
条
に
依
拠
し
た
。

（
18
）　

同
右
書
、
建
文
四
年
五
月
壬
寅
の
条
。
王
傑
等
の
陞
進
記
事
は
『
奉
天
靖
難
記
』
巻
四
、
同
条
に
依
拠
し
た
。

（
19
）　

鄭
若
曽
『
籌
海
図
編
』
巻
六
、
直
隷
兵
防
官
。

（
20
）　

拙
著
『
明
代
中
国
の
軍
制
と
政
治
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
）「
前
編
第
一
部
第
一
章　

海
防
活
動
」
四
八
―
四
九
頁
。

（
21
）　
『
大
明
官
制
』
南
京
の
条
。

（
22
）　

中
国
第
一
歴
史
档
案
館
・
遼
寧
省
档
案
館
編
、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
刊
。

（
23
）　

拙
著
『
明
史
』（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
七
―
一
一
〇
頁
。

（
24
）　

羅
事
保
の
記
述
中
に
小
旗
と
総
旗
と
の
陞
進
に
関
し
て
併
鎗
と
い
う
見
慣
れ
な
い
文
言
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
補
役
の
際
の
武
芸
の
優
劣
格
付

け
を
い
う
。
万
暦
『
大
明
会
典
』
巻
一
二
一
、
兵
部
四
、
銓
選
四
、
旗
役
陞
用
併
鎗
附
、
参
照
。

（
25
）　
『
漢
書
』
巻
四
八
、
賈
誼
伝
。

（
26
）　

優
給
舎
人
、
新
官
・
旧
官
等
を
含
む
衛
所
の
世
襲
制
度
と
そ
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
『
明
代
中
国
の
軍
制
と
政
治
』「
前
編
第
二
部

第
五
章　

新
官
と
旧
官
」、「
第
六
章　

借
職
制
」
参
照
。
優
養
制
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
前
掲
拙
著
「
前
編
第
二
部
第
七
章　

優
養
制
」
参
照
。

 

　

な
お
優
養
制
度
に
関
し
て
、
洪
武
時
代
と
永
楽
以
後
の
相
違
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

続
柄

洪
武
時
代

永
楽
時
代
以
降

支
給
額

期
間

支
給
額

期
間

当
該
衛
所
官

三
石
、
の
ち
全
俸

一
〇
年

全
俸

新
官
は
終
身
、
旧
官
は
一
〇
年
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父

全
俸

終
身

全
俸

新
官
は
終
身
、
旧
官
は
一
〇
年

母

全
俸

終
身

五
石

終
身

妻

全
俸

終
身

二
石

終
身

女
（
娘
）

全
俸

結
婚
迄

五
石

新
官
は
結
婚
迄
、
旧
官
は
一
四
歳
迄

（
27
）　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
燕
王
軍
の
進
軍
と
大
営
朝
見
」
と
い
う
題
名
の
論
攷
を
準
備
し
た
い
と
思
う
。


